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◎杉並アニメミュージアム・杉並アニ
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古紙配合率１００％再生紙を使用しています

子ども・ファミリー向けアニメ上映会
　孔雀（定員各回２００名・入れ替え制）

上映協力日　時内　容
トムス・エンタテイン
メント東京支店  東京
ムービー事業本部

○１ 午前１０時３０
分～１１時３０分
○２ 午後１時３０
分～２時３０分

５日（土）
それいけ！アンパンマ
ン～勇気の花がひらく
とき

小学館プロダクショ
ン６日（日）とっとこハム太郎

 往復ハガキに、希望日時・住所・氏名・希望人数（最大４名まで）・電話番号を
明記の上、２月２８日（必着）までに、産業振興課アニメ・新産業係へ
申

なつかしのアニメ上映会
　末広（定員各回１２０名）

上映協力日　時内　容  

東北新社午前１０時３０分
　～午後１時

５日（土）

宇宙戦艦ヤマト

日本アニメー
ション

午後1時３０分
　　　～３時

母を訪ねて三千里（完
結版）

ワオ・コーポ
レーション

午後３時３０分
　～５時１０分

ＮＩＴＡＢＯＨ　仁太
坊－津軽三味線始祖外
聞

竜の子プロダ
クション

午前１０時３０分
　　　～正午

６日（日）

科学忍者隊ガッチャマ
ン 

日本アニメー
ション

午後０時４０分
　～２時１０分

フランダースの犬（完
結版）

トムス・エン
タテインメン
ト東京支店　
東京ムービー
事業本部

午後２時４０分
　～４時３０分あしたのジョー２

 当日、先着順で入場整理券を配布します。申

  ライブ
　ロビー

出演者など日　時       内　容   

大地丙太郎、
安部純 、みな
こ、大石智喜、
高橋敏一ほか

午後３時
　～３時３０分６日（日）

「杉並生まれのアニソ
ンライブ」大地丙太郎
監督によるアニメソン
グライブ

アニメ・マンガ・声優進学相談会
　ロビー（１階）／芙蓉（2階）
５日（土）・６日（日）午前１０時～午後６時

　アニメ・マンガ・イラスト・コンピュー
ターグラフィック・ゲーム・声優・演劇の
学科を持つ学校の紹介および進学相談会を
行います。また、専門学校生によるワーク
ショップも行います。（協力 : さんぽう）

杉並アニメウォーカー
　ロビー
５日（土）・６日（日）午前１０時～午後６時

　杉並アニメ振興協議会に参加してい
るアニメ制作会社の紹介と制作にかか
わった作品をパネルで紹介します。（協
力：杉並アニメ振興協議会）

アニメ体験コーナー
　資料整理室　

指導協力 日　時内　容  

白組午前１０時
　～午後６時

５日（土）
６日（日）

クレイ（粘土）アニメ
を作ろう
動く絵のおもちゃを
作ってみよう～驚き
盤・ソーマトロープ

ＮＩＴＡＢＯＨ紹介コーナー
　会議室
５日（土）・６日（日）午前１０時～午後６時

　ワオ・コーポレーションが制作した
アニメ「ＮＩＴＡＢＯＨ」や「ふるさ
と－ＪＡＰＡＮ－」の制作工程などを
パネルで紹介します。

軽食コーナー
　談話室

５日（土）・６日（日）
午前１１時～午後５時

杉並区の重要な地場産業であるアニメ産業を広く知っていた
だくために、「杉並アニメーションミュージアム」を杉並会館内
（上荻３‐２９‐５／３階）に開館します。また、これを記念し、
「アニメーションフェスティバル２００５ in 杉並」（１２面参照）も同会
館で開催します。開催期間中は、杉並アニメーションミュージアム
の観覧だけでなく、アニメ上映会や着ぐるみショー、アニメ製作体験
など、子どもも大人も１日アニメを楽しんでいただける内容となってい
ます。
　　　　　　　　　　　――問い合わせは、産業振興課アニメ・新産業係へ。
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【住　所】
　杉並会館３階（上荻３‐２９‐５�３３９６‐１５１０）
【ホームページ】　
　http://www.sam.or.jp/

アニメーションフェスティバル２００５アニメーションフェスティバル２００５
　　　　　　　　　　　　　　ｉｎｉｎ 杉並杉並

○c 創通エージェンシー・サンライズ

（仮題）

「ガンダムワールド
　　～歴代の機動戦士」

　★第一回企画展（３月５日（土）～４月１０日（日））　

着ぐるみショー
　孔雀（定員各回２００名・入れ替え制）

上映協力日　時内　容

ムービックプロモー
トサービス

○１ 正午
　～午後１時
○２ 午後３時
　　　～４時

５日（土）
それいけ！アンパンマ
ン「しょくぱんまんと
ホラーマン」

６日（日）
かいけつゾロリ
「かいけつゾロリのド
ラゴンの森」  
 当日、先着順で入場整理券を配布します（１グループ４名まで）。申

４階

１階

地下１階

杉並アニメーションミュージアム

　

日
本
に
は
四
〇
〇
余
り
の

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
七
〇

社
が
杉
並
区
に
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
杉
並
区
の
重
要

な
地
場
産
業
で
あ
る
ア
ニ
メ

産
業
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、「
杉
並
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を

開
館
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

作
品
を 
創 
り
あ
げ
て
き
た
技

つ
く

術
や
制
作
に
か
か
わ
っ
て
き

た
人
た
ち
の
姿
を
通
じ
て
、

日
本
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
全

体
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
日

本
で
初
め
て
の
施
設
で
す
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日

本
の
ア
ニ
メ
の
歴
史
や
ア
ニ

メ
の
制
作
工
程
の
紹
介
、

フ
ィ
ル
ム
が
登
場
す
る
前
の

「
動
画
鑑
賞
装
置
」
も
再
現

し
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ

ル
ア
ニ
メ
や
ア
フ
レ
コ
（
吹

き
替
え
）
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

シ
ア
タ
ー
（
上
映
室
）、
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
（
資
料
室
）
な
ど
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
を

体
験
で
き
る
内
容
で
す
。

◇
開
館
時
間

　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

（
３
月
５
日
は
正
午
か
ら
）

◇
休
館
日

　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

火
曜
日
）、
年
末
年
始
（　

月
１２

　

日
〜
１
月
４
日
）

２８◇
入
館
料

　

子
ど
も
（
小
・
中
学
生
）

一
〇
〇
円
／
大
人
（
高
校
生

以
上
）
二
〇
〇
円
。
４
月　
１０

日
ま
で
は
入
場
無
料

※
小
学
生
未
満
は
無
料
。

【日 時】３月５日【日　時】３月５日（（土土））・６日・６日（（日日））午前１０時～午後６時午前１０時～午後６時
【場 所】杉並会館（上荻３‐２９‐５・１面地図参照）【場　所】杉並会館（上荻３‐２９‐５・１面地図参照）

風船配布
　庭園

５日（土）・６日（日）
午前１１時～午後５時

【交通】　ＪＲ中央線・地下鉄丸ノ内線荻
窪駅北口０・１番バス乗り場より関東バ
ス５分「荻窪警察署前」下車　徒歩１分

３階

２階

３月５日�

正午開館

周辺地図

荻窪警察署

荻窪消防署

荻窪八幡神社

環
状
八
号
線

青梅街道

杉並公会堂

北口

至新宿

至新宿

JR荻窪駅
●JR中央線
●東京メトロ地下鉄 丸ノ内線

杉並アニメーション
ミュージアム
(杉並会館)

「荻窪警察署前」バス停

３月５・６日は
荻窪駅北口から
無料送迎バスを運行
（20分～30分おき）

荻窪郵便局

０番、１番バス停

　

戦
後
の
漫
画
界
に
多
く

の
才
能
を
送
り
出
し
た
伝

説
の
ア
パ
ー
ト
「
ト
キ
ワ

荘
」。
鈴
木
さ
ん
は
、
こ

こ
で
藤
子
不
二
雄
、
石
ノ

森
章
太
郎
、
赤
塚
不
二
夫

と
い
っ
た
面
々
と
共
に
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

他
の
仲
間
が
漫
画
の
世

界
で
活
躍
す
る
中
で
、
鈴

木
さ
ん
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
の
道
へ
進
み
、
の
ち
に

「
ス
タ
ジ
オ
・
ゼ
ロ
」
を

設
立
。
現
在
に
至
る
ま
で

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
か
ら
実
験

ア
ニ
メ
ま
で
、
幅
広
い
作

品
を
手
が
け
て
い
ま
す
。

中
に
は
ト
キ
ワ
荘
の
仲
間

と
共
同
で
作
っ
た
「
鉄
腕

ア
ト
ム
」
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
創
作
活
動
だ
け

で
な
く
、
次
代
を
担
う
人

材
を
育
て
た
り
、
ア
マ

チ
ュ
ア
向
け
の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
制
作
講
座
な
ど
で

も
活
躍
中
で
す
。

　

な
お
、
鈴
木
さ
ん
は

「
オ
バ
ケ
の
Ｑ
太
郎
」
に

登
場
す
る
�
ラ
ー
メ
ン
好

き
の
小
池
さ
ん
�
の
モ
デ

ル
で
も
あ
り
ま
す
。

�
館
長

鈴
木
伸
一
さ
ん

　「機動戦士ガンダム」が登場し
て２５年。「ガンダム」は中高生
から大人まで幅広い層の支持を
獲得した作品としてアニメの新
しい潮流を生み出しました。
　そして今また『機動戦士Ｚガ
ンダム～星を継ぐ者』の公開が
初夏に決定。新しいガンダム
ワールドが展開されます。
　歴代の「ガンダム」をたどり
ながら「ガンダム」の世界をパ
ネル、映像、そして貴重な資料
で紹介します。

４月１０日�まで
　　　　入場無料

宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト

○c
 

東
北
新
社

アンパンマン
○c やなせたかし／フレーベル館 
・TMS・NTV

かいけつゾロリ
○c ２００２原ゆたか／ポプラ社 
・ＺＥ・メ～テレ・東急エー
ジェンシー
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【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

平成１７（２００５）年�月��日（月曜日）

17年度
予算（案）の
概要

〈一般会計歳出〉

平成17年度
総額

1285億円

既定事業
724億円 56.3％職員人件費

398億円 31.0％

公債費
93億円 7.2％

投資事業
63億円 4.9％

新規・臨時事業
7億円 0.6％

〈一般会計歳入〉

平成17年度
総額

1285億円

特別区税
530億円 41.3％

特別区財政交付金
274億円 21.3％

国庫支出金
131億円 10.2％

都支出金
63億円 4.9％

地方特例
交付金

50億円 3.9％

地方消費税
交付金

54億円 4.2％

繰入金
50億円 3.9％

使用料および
手数料

32億円 2.5％

繰越金
25億円 1.9％

地方譲与税
18億円 1.4％

分担金および負担金
16億円 1.2％ 諸収入

11億円 0.9％ その他
31億円 2.4％

〈予算を10,000円に換算すると〉

保健福祉費

教育費

総務費

都市整備費

環境清掃費

公債費

生活経済費

議会費

その他

4,829円

1,436円 学校教育の充実、生涯学習のために

電子区役所、広報、危機管理のために

公園整備、道路管理、まちづくりのために

環境保全、清掃、リサイクルのために

特別区債の償還のために

産業振興、消費生活、区民施設、地域活動のために

区議会の運営のために

予備費等のために

823円

800円

729円

727円

566円

67円

23円

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 円

福祉の充実、健康を守るために

〈区債残高の推移〉
1,000

200

400

600

800

0

億円

12 13 14 15 16 17

425

296

89

810

472

300

93

865

524

302

116

942

382

289

85
756

337

231

650

82

296

208

582

78

年度

建設事業債 減税補てん債等 杉並南中央公園債
（柏の宮公園）

※借金に相当するものです。

〈基金残高の推移〉

300

200

100

0

億円

12 13 14 15 16 17

58
83

116 117
148 131

100

158

120

203

123

312

123

313

136

304

121

256

年度

財政調整基金 減債基金 施設整備基金

4
73 73 20

4

※貯金に相当するものです。

〈各会計当初予算規模〉　　　　　　　　　（単位　千円）
前年比（％）差引増減額１６年度１７年度

９２．０△１，２４５，０００１３９，７６０，０００１２８，５１５，０００一般会計
１００．８（１，０１５，４００）（１２５，７８０，８００）（１２６，７９６，２００）（減税補てん債一括償還を除く）
１０３．５１，５５９，４８４４３，９９２，２８２４５，５５１，７６６国民健康保険事業会計
１００．８３１０，５５７４１，１７６，８７３４１，４８７，４３０老人保健医療会計
０．０△１，０５９，００１１，０５９，００１０用地会計

１０７．２１，６２６，３４８２２，５１９，１２６２４，１４５，４７４介護保険事業会計
９６．５△８，８０７，６１２２４８，５０７，２８２２３９，６９９，６７０合　計

（１０１．５）（３，４５２，７８８）（２３４，５２８，０８２）（２３７，９８０，８７０）（減税補てん債一括償還を除く）

○一般会計と３つの特別会計の総予算額は、２３９６億９９６７
万円となり、前年度と比べて８８億７６１万２千円、３．５％
の減となりました。
○一般会計は、１２８５億１５００万円で、前年度と比べて１１２
億４５００万円、８．０％の減となりました。減となった要
因は、減債基金を活用した減税補てん債一括償還経費
などの公債費が大幅に縮減したことによります。一括
償還経費などを除く予算規模は、１２６７億９６２０万円で、
前年度と比べて１０億１５４０万円、０．８％の微増となりま
した。

○国民健康保険事業会計では、１４年度の医療制度改正に
より老人保健医療制度の対象年齢が段階的に引き上げ
られていることなどから、保険給付費などが増となっ
ており、会計規模は３．５％の増となっています。また、
老人保健医療会計では対象者数は減少していますが、
加齢にともなう医療費の増などにより０．８％の微増と
なっています。介護保険事業会計では、要介護認定者
数や一人当たりの年間サービス費が増加しているため、
会計規模が７．２％増加しました。なお、柏の宮公園用地
の用地買収が１６年度で終了したため、用地会計予算は
計上していません。
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ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な

ど
高
齢
者
の
二
四
時
間
の
安

心
を
支
え
ま
す
。

〇
障
害
者
地
域

生
活
支
援
拠
点

等
の
整
備

・
・
・
一
億
三

四
七
二
万
円

　

二
四
時
間
型

の
地
域
生
活
支

援
拠
点
施
設
の

建
設
助
成
や
重

度
身
体
障
害
者

の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
運
営
助

成
な
ど
を
行
い
、

障
害
者
の
地
域

生
活
を
総
合
的

に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

〇
犯
罪
に
強
い

ま
ち
づ
く
り

　
　

・
・
・
九
一
九
〇
万
円

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
充
実

や
公
園
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

の
巡
回
数
の
拡
大
、
犯
罪
発

生
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
、
防

犯
自
主
団
体
へ
の
活
動
助
成

な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
犯
罪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
犯
罪
等
被
害
者
支

援
制
度
の
条
例
化
を
含
め
た

検
討
な
ど
、
総
合
的
な
防
犯

対
策
を
進
め
ま
す
。

〇
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

・
・
・
二
億
一
八
二
六
万
円

　

防
災
公
園
と
し
て
、（
仮

称
）
桃
井
中
央
公
園
、（
仮

称
）
天
沼
三
丁
目
公
園
（
旧

池
畔
亭
）
の
整
備
計
画
を
作

成
し
ま
す
。
ま
た
、
住
ま
い

の
安
全
性
や
地
域
の
防
災
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
木
造

住
宅
な
ど
の
耐
震
診
断
、
震

災
訓
練
の
区
内
一
斉
実
施
や
、

小
・
中
学
校
お
よ
び
和
田
堀

公
園
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

等
を
配
備
す
る
な
ど
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

〇
二
四
時
間
三
六
五
日
の
区

役
所
サ
ー
ビ
ス

・
・
・
一
億
五
〇
一
〇
万
円

▽
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

区
役
所
サ
ー
ビ
ス
の
問
い

合
わ
せ
に
対
し
、
休
日
・
夜

間
で
も
受
付
可
能
な
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
申
請
・
届
出
な
ど
の

行
政
手
続
き
や
入
札
・
情
報

公
開
な
ど
に
つ
い
て
電
子
化

を
進
め
ま
す
。

〇
救
急
医
療
体
制
の
構
築

　

・
・
・
一
億
二
九
三
万
円

▽
急
病
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

の
運
営

　

急
病
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

の
運
営
や
小
児
救
急
の
充
実
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
区
立
施
設
へ
の
配

置
な
ど
、
区
独
自
の
救
命
救

急
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

〇
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
整
備

・
・
・
五
億
九
二
〇
五
万
円

▽
都
市
型
多
機
能
拠
点
の
建

設
助
成

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
自
立
し
た
生
活
が
送
る

こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
機

能
を
持
つ
都
市

型
多
機
能
拠
点

の
建
設
助
成
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護

強
化
型
ケ
ア
ハ

ウ
ス
、
認
知
症

（
痴
呆
）
高
齢

者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
整
備

な
ど
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
基

盤
整
備
を
行
い

ま
す
。

〇
高
齢
者
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

・
・
・
一
億
六
八
七
三
万
円

　

緊
急
時
の
二
四
時
間
対
応

の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
や
、

〇
杉
並
ら
し
い
特
色
あ
る
教

育
の
推
進

　

・
・
・
二
億
一
五
五
万
円

▽
（
仮
称
）
杉
並
師
範
塾
の

開
設
準
備

　

こ
れ
ま
で
都
が
一
元
的
に

行
っ
て
き
た
教
員
の
採
用
が
、

法
改
正
に
伴
い
区
で
行
え
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

区
独
自
に
教
員
の
養
成
・
採

用
を
行
う
た
め
（
仮
称
）「
杉

並
師
範
塾
」
の
開
設
準
備
を

行
い
ま
す
。

▽
小
・
中
一
貫
教
育
の
実
施

　

基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定

着
や
生
き
る
力
を
育
む
た
め
、

小
学
校
か
ら
中
学
校
の
九
年

間
を
一
貫
し

た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
編
成

す
る
小
・
中

一
貫
教
育
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
教

育
基
本
条
例

の
検
討
や
幼

小
連
携
教
育

の
実
現
な
ど
、

杉
並
ら
し
い

特
色
の
あ
る

教
育
を
推
進

し
ま
す
。
さ

ら
に
、
学
習

障
害
等
の
児

童
へ
の
対
応
と
し
て
、
情
緒

障
害
学
級
を
小
学
校
一
校
に

新
設
し
ま
す
。

〇
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

　
　

・
・
・
四
六
三
四
万
円

▽
地
域
運
営
学
校
の
運
営

　

地
域
住
民
や
保
護
者
の
学

校
へ
の
参
画
を
推
進
す
る
た

め
、
学
校
運
営
協

議
会
に
よ
る
地
域

運
営
学
校
の
運
営

（
四
校
）
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
授
業
の

企
画
提
案
や
学
校

と
地
域
の
橋
渡
し

な
ど
を
行
う
学
校

教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
、
地

域
の
人
々
が
自
ら

の
体
験
を 
活 
か
し

い

て
授
業
や
部
活
動

な
ど
の
学
校
生
活

を
支
え
る
学
校
サ

ポ
ー
タ
ー
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
部
活
動
外

部
指
導
員
を
拡
充
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

〇
安
全
な
学
校
施
設
の
確
保

・
・
・
六
億
一
四
三
一
万
円

　

児
童
・
生
徒
の
安
全
な
教

育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

校
舎
の
改
築
や
耐
震
補
強
を

行
い
ま
す
。

〇
地
域
子
育
て
の
支
援
の
充

実　

・
・
・
一
三
六
五
万
円

　

子
ど
も
・
子
育
て
情
報
の

収
集
と
発
信
、
子
育
て
相
談

や
児
童
虐
待
相
談
調
整
機
能

の
強
化
な
ど
に
よ
り
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
と
子
育

て
を
支
え
る
「
子
ど
も
・
子

育
て
行
動
計
画
」
を
推
進
し

ま
す
。

〇
保
育
園
な
ど
の
整
備

・
・
・
二
億
四
九
三
三
万
円

　

改
築
や
定
員
の
見
直
し
、

グ
ル
ー
プ
保
育
室
の
開
設
、

学
童
ク
ラ
ブ
の
整
備
な
ど
に

よ
り
、
入
所
待
機
児
の
解
消

や
保
育
環
境
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

〇
地
域
貢
献
活
動
の
基
盤
整

備　

・
・
・
八
八
〇
一
万
円

▽
（
仮
称
）
す
ぎ
な
み
地
域

大
学
の
設
立

　

区
民
の
自
主
的
な
地
域
貢

献
活
動
が
よ
り
一
層
盛
ん
に

な
る
よ
う
、
地
域
で
求
め
ら

れ
る
人
材
の
育
成
を
図
る
た

め
（
仮
称
）
す
ぎ
な
み
地
域

大
学
の
設
立
準
備
を
進
め
ま

す
。

▽
す
ぎ
な
み
地
域
活
動
応
援

サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ

　

区
民
の
地
域
活
動
を
応
援

す
る
た
め
、
地
域
の
「
団
体

情
報
」「
人
材
募
集
情
報
」
な

ど
を
幅
広
く
提
供
す
る
し
く

み
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
地
域
情
報
サ
イ
ト
を

立
ち
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
休
日
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗

体
検
査
や
井
草
森
公
園
芝
生

管
理
な
ど
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と

の
協
働
事
業
と
し
て
推
進
し

ま
す
。　

〇
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
健

康
増
進

・
・
・
一
億
一
七
〇
四
万
円

　

高
齢
者
の
活
動
支
援
団
体

相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
や
、
も
の
わ
す

れ
予
防
相
談
、
転
倒
予

防
・
筋
力
ア
ッ
プ
応
援

教
室
な
ど
の
、
介
護
予

防
や
認
知
症
（ 
痴  
呆 
）

ち 
ほ
う

予
防
に
取
り
組
み
、
高

齢
者
が
住
み
な
れ
た
地

域
で
、
元
気
に
い
き
い

き
と
活
動
で
き
る
環
境

を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

〇
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
・
・
一
億
六
〇
三
三

万
円

　

千
客
万
来
・
ア
ク
テ
ィ
ブ

商
店
街
事
業
助
成
や
商
店
街

装
飾
灯
建
設
助
成
な
ど
地
域

活
力
の
担
い
手
で
あ
る
商
店

街
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
杉
並
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運

営
や
観
光
事
業
の
振
興
な
ど
、

地
域
の
特
性
や
文
化
を
生
か

し
た
産
業
振
興
を
進
め
、
ま

ち
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

〇
駅
周
辺
の
整
備

・
・
・
二
億
九
八
八
三
万
円

　

下
井
草
駅
周
辺
の
整
備
を

進
め
る
ほ
か
、
西
永
福
駅
の

南
北
自
由
通
路
な
ど
の
設
計

や
高
円
寺
駅
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
中
野
富
士
見
町

駅
に
有
料
自
転
車
駐
車
場

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

区
内
三
駅
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
助
成
を
行
う

な
ど
、
駅
周
辺
の
整
備
を

図
り
、
安
全
で
快
適
な
生

活
空
間
を
創
造
し
て
い
き

ま
す
。

〇
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
　

・
・
・
八
三
七
五
万
円

　
（
仮
称
）桃
井
中
央
公
園

の
西
側
道
路
の
電
線
類
の

地
中
化
工
事
を
、
永
福
町
駅

北
口
商
店
会
通
り
で
は
地
中

化
の
基
本
計
画
の
作
成
を
行

い
ま
す
。

〇
図
書
館
機
能
な
ど
の
充
実

・
・
・
三
億
二
五
二
〇
万
円

　

和
田
区
民
集
会
所
に
貸
出

コ
ー
ナ
ー
を
、
中
央
図
書
館

に
利
用
者
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、（
仮
称
）
方
南
図
書
館

を
開
設
す
る
と
と
も
に
、

（
仮
称
）
読
書
の
森
公
園
を

整
備
し
、
中
央
図
書
館
と
の

一
体
的
な
運
用
を
め
ざ
し
ま

す
。

〇
区
民
集
会
施
設
の
改
築
・

改
修
・
・
・
九
九
九
〇
万
円

　

高
円
寺
会
館
を
改
築
し
て

演
劇
活
動
の
場
と
す
る
と
と

も
に
、
区
民
の
集
会
や
阿
波

踊
り
な
ど
に
も
活
用
で
き
る

施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
円
寺
北
会
議
室

を
改
修
し
、
区
民
相
互
の
交

流
や
自
主
的
活
動
の
場
と
し

て
（
仮
称
）
高
円
寺
区
民
集

会
所
を
整
備
し
ま
す
。

　日本の未来を担う子どもたちを 育 むために、
はぐく

家庭や地域、学校が一体となって教育に取り
組むことのできる環境を整備します。

地域ぐるみで教育立区

　だれもが生涯にわたり、個性と能
力を発揮することができ、元気で活
力のある地域社会をつくります。

いきいき元気に
生涯現役

　快適で質の高い区民生活を実現するため、必要
なときに必要なサービスを受けられるように２４時
間３６５日対応できる区役所サービスを進めます。

安全・安心２４時間３６５日

１７年度は、地域社会の活力を再生させるため、「人を 創 る」こと
つく

を重点に、「いきいき元気に生涯現役」「地域ぐるみで教育立区」「安
全・安心２４時間３６５日」の３分野に重点的に予算配分します。
なお、予算は、現在開催されている区議会で審議される予定です。

――問い合わせは、財政課へ。
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●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢も記入

〈郵便ハガキ〉

○１ 行事名

○２ 住所

○３ 氏名（フリガナ）

○４ 年齢　

○５ 電話番号

（原則１人１枚）

入

例

記

◇
草
原
の
風
の
記
憶
〜
モ
ン
ゴ

ル
の
歌
声
と
馬
頭
琴
が
奏
で

る 
遥 
か
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
〜

は
る

　
 

５
月　

日 

午
後
２
時

２１

（
１
時　

分
開
場
） 

久
我
山

３０

会
館
（
久
我
山
３
―　

―　

）

２３

２０

 

出
演
＝
ボ
ウ
ジ
ン
ゾ
ウ
（
モ

ン
ゴ
ル
歌
曲
）、
チ
ン
ゲ
ル
ト

（
馬
頭
琴
）、
ジ
リ
ン
バ
ヤ
ラ

（
笛
）、
ウ
リ
ア
ナ
（
古
爭
）
▽

曲
目
＝
「
万
馬
の
と
ど
ろ
き
」

「
草
原
に
昇
る
沈
ま
ぬ
太
陽
」

「
祝
酒
歌
」「
荒
城
の
月
」「
竹

田
の
子
守
歌
」
ほ
か 

二
〇
〇

〇
円
（
全
席
自
由
・
会
員
割
引

有
） 時

（土）
場

内

費

◇
杉
並
音
楽
家
シ
リ
ー
ズ
サ
ロ

ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

親
子
こ
ど
も
の
日
コ
ン
サ
ー

ト
「
ピ
ア
ノ
で
奏
で
る
お
も

ち
ゃ
箱
」

　
 

４
月　

日 

午
後
２
時
開

２３

演
（
１
時　

分
開
場
） 

久
我

３０

山
会
館（
久
我
山
３
―　

―　

）

２３

２０

 

出
演
＝
遠
藤
綾
美
、
藤
原
弥

生
（
ピ
ア
ノ
）
▽
曲
目
＝
「
動

物
の
謝
肉
祭
」「
マ
・
メ
ー
ル
・

ロ
ワ
よ
り
」「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
プ
リ

ン
セ
ス
メ
ド
レ
ー
」
ほ
か 

０

歳
〜
小
学
生
の
子
ど
も
と
保
護

者 

親
子
で
二
〇
〇
〇
円
（
全

席
自
由
、
会
員
割
引
有
、
ジ
ョ

イ
フ
ル
利
用
可
）

◇
杉
並
音
楽
家
シ
リ
ー
ズ
サ
ロ

ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
バ
ッ
ハ
か
ら
は
じ
ま
る

�
Ｂ
�
の
音
楽
史
」

　
 

６
月　

日 

午
後
２
時
開

１１

演
（
１
時　

分
開
場
） 

浜
田

３０

山
会
館（
浜
田
山
１
―　

―
３
）

３６

 

出
演
＝
井
上
沙
弥
香
（
ピ
ア

ノ
）、
鈴
木
舞
（
フ
ル
ー
ト
）、

岡
田
渉
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
）、
高

橋
義
人
（
チ
ェ
ロ
）
▽
曲
目
＝

「
フ
ル
ー
ト
ソ
ナ
タ
」「
ク
ラ
リ

時

（土）

場

内

対

費時

（土）

場

内

ネ
ッ
ト
と
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
の

た
め
の
三
重
奏
曲
」「
バ
レ
エ
組

曲
『
思
い
出
』
よ
り
」
ほ
か 

一
五
〇
〇
円
（
全
席
自
由
、
会

員
割
引
有
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
利
用

可
）

◇
須
�
木
の
実
＆
ジ
ャ
ン
ル
ー

カ
・
ザ
ン
ピ
エ
ー
リ　

ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
〜
イ
タ

リ
ア
の
香
り
を
あ
な
た
へ
�

　

パ
ル
マ
国
立
音
楽
院
卒
の
ソ

プ
ラ
ノ
と
イ
タ
リ
ア
の
リ
リ
ッ

ク
テ
ナ
ー
の
顔
合
わ
せ
で
す
。

　
 

４
月　

日 

午
後
７
時
開

２３

演
（
６
時　

分
開
場
） 

浜
田

３０

山
会
館（
浜
田
山
１
―　

―
３
）

３６

 

出
演
＝
須
�
木
の
実
（
ソ
プ

ラ
ノ
）、
ジ
ャ
ン
ル
ー
カ
・
ザ
ン

ピ
エ
ー
リ
（
テ
ノ
ー
ル
）
▽
曲

目
＝
ビ
ゼ
ー
「
カ
ル
メ
ン
」
よ

り
ア
リ
ア
と
二
重
唱
、
デ
・
ク 費

時

（土）

場

内

ル
テ
ィ
ス
「
忘
れ
な
草
」、「
か

ら
た
ち
の
花
」
ほ
か 

二
五
〇

〇
円
（
全
席
自
由
） 

須
�
�

３
３
９
８
‐
３
５
１
７

◇
大
宮
八
幡
宮
の 
杜 　
 
薪  
能 

も
り 

た
き
ぎ 
の
う

　
 

５
月　

日 

午
後
５
時　

１４

３０

分
開
演
（
５
時
開
場
） 

大
宮

八
幡
宮
（
大
宮
２
―
３
―
１
）

 

出
演
＝ 
舞  
囃  
子 
＝
野
村
昌
司

ま
い 
ば
や 

し

／
狂
言
＝
山
本
泰
太
郎
（
シ

テ
）、
山
本
則
重
、
山
本
則
秀

（
ア
ド
）／
能
＝
野
村
四
郎（
シ

テ
）、
奥
川
恒
陽
（
子
方
）、
殿

田
謙
吉
（
ワ
キ
）
ほ
か
▽
演
目

＝
舞
囃
子
「
高
砂
」、
狂
言
「
末

広
」、 
火  
鑽 
り
（
演
目
解
説
が
あ

ひ 

き

り
ま
す
）、
能
「 
船  
弁  
慶 
」 

指

ふ
な 
べ
ん 
け
い

定
席
五
〇
〇
〇
円
、
自
由
席
三

五
〇
〇
円 

杉
並
で
能
楽
を
楽

し
む
会
�
３
３
２
１
‐
５
０
９

８

費問

時

（土）

場

内

費

問

◇
あ
さ
が
や
・
リ
リ
カ
寄
席

　

古
今
亭
菊
之
丞
独
演
会

　

一
昨
年
、
単
独
で
真
打
昇
進

を
果
た
し
た
落
語
界
期
待
の

星
。
抜
群
の 
巧 
さ
に
加
え
、
華

う
ま

や
か
な
高
座
姿
も
魅
力
。
春
の

 
噺 
二
席
、た
っ
ぷ
り
お
楽
し
み

は
な
し

く
だ
さ
い
。

　
 

３
月
５
日 

午
後
７
時
開

演
（
６
時　

分
開
場
） 

産
業

３０

商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２

時

（土）

場

―　

） 

古
今
亭
菊
之
丞「
崇
徳

１９
院
」
他
一
席
、
林
家
ぼ
た
ん 

一
六
〇
名 

前
売
一
三
〇
〇
円

（
当
日
一
八
〇
〇
円
・
全
席
自

由
） 

・ 

電
話
ま
た
は
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
氏
名
と
連

絡
先
を
書
い
て
、
リ
リ
カ
落
語

会
�
・　

５
３
７
３
‐
１
３
０

FAX

０
、
Ｅ
メ
ー
ルL

iric
a
y
o
s
e

@
a
o
l.c
o
m

へ 

未
就
学
児

童
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

内

定

費

申

問

他

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

　
 

発
売
開
始
＝
２
月　

日
２５

 

午
後
１
時
▽
販
売
窓
口
＝

①
文
化
・
交
流
協
会
文
化
係

（
上
荻
３
―　

―
５
杉
並
会

２９

館
内
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
※
初
日
は
電
話
予
約
の
み

②
区
役
所
ロ
ビ
ー
「
コ
ミ
ュ

か
る
シ
ョ
ッ
プ
」
午
前
９
時

〜
午
後
４
時　

分
（
①
②
と

３０

申
（土）

も
月
〜
金
曜
日
、
祝
日
は
除

く
）
③
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

／
開
館
日
の
午
前
９
時
〜
午

後
８
時
④
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

（
※
薪
能
の
み
）
�
０
５
７

０
‐
０
２
‐
９
９
９
９ 

文

化
・
交
流
協
会
文
化
係
�
５

３
１
１
‐
７
０
３
５ 

「
あ

さ
が
や
リ
リ
カ
寄
席
」
は
リ

リ
カ
落
語
会
の
み
の
販
売
で

す
（
左
記
の
記
事
参
照
） 問

他

▲チンゲルト ▲ボウジンゾウ▲ウリアナ

▲遠藤　綾美▲井上　沙弥香

●
す
ぎ
な
み 

環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ 

街
を
き
れ
い
に
カ
エ
ル

　
 

３
月　

日 

午
前
９
時
〜

１２

　

時
（
雨
天
実
施
） 

高
円
寺

１０地
区
＝
集
合
場
所
＝
高
円
寺
障

害
者
交
流
館
前
（
高
円
寺
南
２

―　

―　

）、清
掃
場
所
＝
高
円

２４

１８

寺
南
４
丁
目
信
号
か
ら
青
梅
街

道
ま
で
の
周
辺
▽
阿
佐
谷
地
区

＝
集
合
場
所
＝
区
役
所
青
梅
街

道
側
正
面
玄
関
前
、
清
掃
場
所

＝
区
役
所
周
辺
（
青
梅
街
道
）

 

・ 

電
話
で
、
環
境
課
内
す

ぎ
な
み
環
境
カ
エ
ル
く
ら
ぶ
事

務
局
へ 

①
軍
手
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
②
身

軽
な
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

時

（土）

場

申

問
他

③
荷
物
置
き
場
は
あ
り
ま
せ
ん

冒
険
遊
び
場
に
集
合

　
 

２
月　

日 

、
３
月
９
日

２７

 

・　

日 

・　

日 

・　

日

１９

２６

２７

 

午
前　

時
〜
午
後
４
時
（
小

１０

雨
決
行
・
区
後
援
） 
 
柏 
の
宮

か
し

公
園
（
浜
田
山
２
―
５
―
１
）

 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ

 

杉
並
冒
険
遊
び
場
実
行
委
員

会
・
檜
谷
（
じ
っ
ち
ゃ
ん
）
�

０
９
０
‐
１
８
５
５
‐
５
５
６

０
、
Ｅ
メ
ー
ルa

s
o
b
ib
a
@
o

ra
n
g
e
.liv
e
d
o
o
r.c
o
m

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板h

ttp
:/

/8
0
0
9
.te
a
c
u
p
.c
o
m
/b
o

u
k
e
n
a
s
o
b
ib
a
/b
b
s

 

汚

れ
て
も
い
い
服
装
と
着
替
え
、

や
り
た
い
遊
び
、
焼
き
た
い
食

時

（日）

（水）

（土）

（土）

（日）

場

費

申

問

他

べ
も
の
な
ど
自
由
に
お
持
ち
く

だ
さ
い

民
謡
舞
踊
お
さ
ら
い
会

　
 

３
月
６
日 

午
前　

時
〜

１０

午
後
６
時
（
区
共
催
） 

セ
シ

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 
 
唄 
・
三
味
線
・
尺
八
・
太
鼓

う
た

と
舞
踊
の
発
表
、
杉
並
音
頭
の

合
唱 

無
料 

当
日
、
直
接
会

場
へ 

杉
並
区
民
謡
舞
踊
連
合

会
・
藤
本
�
３
３
２
８
‐
０
０

２
２

●
青
空
の
会 

楽
し
く
歩
き
ま
専
科

　
 

３
月
３
日 

午
前　

時
１０

（
集
合
）
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）

 

コ
ー
ス
＝
Ｊ
Ｒ
阿
佐
ケ
谷
駅

時

（日）

場

内

費

申

問
時

（木）

場

　

昨
年　

月
に
運
行
を
開
始

１１

し
た
杉
並
区
南
北
バ
ス
「
す

ぎ
丸
」
さ
く
ら
路
線
。

　

多
く
の
公
園
と
歴
史
あ
る

街
を
走
る
こ
の
路
線
の
魅
力

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、「
す
ぎ
丸
」
け

や
き
路
線
と
連
動
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
す
ぎ
丸
」
の
車
両
は
現

在
七
台（
け
や
き
路
線
五
台
、

さ
く
ら
路
線
二
台
）
あ
り
ま

す
が
、
車
両
ご
と
に
す
ぎ
丸

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
色
が
違

う
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

　

「
す
ぎ
丸
」
に
乗
っ
て
、

運
転
手
さ
ん
に
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
と
同
じ
色
の
シ
ー
ル
を
も

ら
い
、
車
内
で
配
布
し
て
い

る
台
紙
に
は
っ
て
、
郵
送
ま

た
は
直
接
、交
通
対
策
課（
区

役
所
西
棟
五
階
）
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
台
紙
は
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ

ま
す
。
七
色
集
め
た
方
に
は

す
て
き
な
賞
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。五
色
、三
色
集
め
た
方

に
も
景
品
が
あ
り
ま
す
（
抽

選
）。

　
 

開
催
期
間
＝
２
月　

日
２７

 

〜
４
月
８
日 

（
一
人
一

回
） 

交
通
対
策
課 

２
月

　

日 

、
さ
く
ら
路
線
沿
線

２７の
塚
山
公
園
（
下
高
井
戸
５

―　

―　

）
で
行
わ
れ
る
上

２３

１２

町
親
交
会
主
催
の
も
ち
つ
き

大
会
で
、
す
ぎ
丸
車
両
を
展

示
し
ま
す
。
運
転
席
に
座
る

こ
と
も
で
き
ま
す

時
（日）

（金）

問

他

（日）

南
口（
集
合
）↓
桃
園
川
緑
道
↓

高
円
寺
氷
川
神
社
↓
宿
鳳
山
高

円
寺
↓
堀
之
内
日
円
山
妙
法
寺

↓
蚕
糸
の
森
公
園
↓
東
京
メ
ト

ロ
丸
ノ
内
線
東
高
円
寺
駅（
解

散
） 

五
㎞
以
上
歩
け
る
方 

無
料 

当
日
、
直
接
集
合
場
所

へ 

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
９
４
‐
１
２
１
２ 

交
通

事
故
や
ケ
ガ
な
ど
に
は
自
己
責

任
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

●
科
学
講
演
会 

素
粒
子
っ
て
ど
ん
な
粒

子
？
ど
ん
な
機
械
で 

調
べ
る
の
？

　

世
界
で
初
め
て
ニ
ュ
ー
ト
リ

ノ
と
呼
ば
れ
る
最
も
小
さ
な
素

粒
子
が
重
さ
（
質
量
）
を
持
つ

と
い
う
世
界
的
な
大
発
見
を
し

た
物
理
学
者
に
、
素
粒
子
に
つ

い
て
解
り
や
す
く
お
話
し
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
  

３
月
５
日 

午
後
２
時

〜 

科
学
館
（
清
水
３
―
３
―

　

） 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器

１３研
究
機
構
長
・
戸
塚
洋
二 

二

〇
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

平
成
基

礎
科
学
財
団
杉
並
支
部
�
３
３

９
６
‐
４
３
９
１
（
科
学
館
内
）

●
土
曜
科
学
講
座 

続
・『
井
荻
日
記
』を
読
む

―
詩
人
・
尾
崎
喜
八
が 

描
い
た
武
蔵
野
の
自
然

　
 

３
月　

日 

午
後
３
時
〜

１２

６
時 

科
学
館
（
清
水
３
―
３

―　

） 

区
内
在
住
・
在
勤
・

１３
在
学
で
中
学
生
以
上
の
方 

四

〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

科
学
館
�

３
３
９
６
‐
４
３
９
１

対

費

申
問

他

時

（土）

場
師

定

費

申

問

時

（土）

場
対

定

費

申

問

▲ジリンバヤラ

杉並区
南北バス
「すぎ丸」

さ
く
ら
路
線
開
通
記
念
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●
高
井
戸
西
い
き
が
い
応
援
館 

夕
焼
け
サ
ロ
ン

　
 

・ 

・ 

①
３
月
２
日
＝

日
本
と
ハ
ワ
イ
の
交
流
（
高
千

穂
大
学
教
授
・
神
崎
浩
）
②
９

日
＝
名
画
を 
観 
る 

「
カ
サ
ブ

み

ラ
ン
カ
」（
映
画
愛
好
家
・
小
山

健
一
）
③　

日
＝
食
の
歳
時
記

１６

（
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
・
矢
森
恒
子
）
④　

日
＝
今

２３

年
も
元
気
に
歩
こ
う
！
杉
並
チ

ャ
リ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
（
杉
並
チ

ャ
リ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員

長
・
片
桐
誠
実
）
⑤　

日
＝
名

３０

画
を
観
る 

「
第
三
の
男
」（
小

山
健
一
）
／
い
ず
れ
も
水
曜
日

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分 

３０

３０

高
井
戸
西
い
き
が
い
応
援
館

（
高
井
戸
西
１
―　

―
５
） 

１７

区
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方 

５０

各
二
〇
名 

各
一
〇
〇
〇
円

（
軽
食
付
き
） 

・ 

ハ
ガ
キ
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
竹
箒
の

会
杉
並
支
部
・
高
桑
義
博
（
〒

　

‐
０
０
１
２
和
田
２
―　

―

１６６

２１

３
�
・　

３
３
８
３
‐
９
８
８

FAX

８
、Ｅ
メ
ー
ルy

-ta
k
a
k
u
w
a

@
a
e
.w
a
k
w
a
k
.c
o
m

）
へ

（
先
着
順
）

転
倒
予
防
教
室

　

ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
に
つ
ま

ず
い
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
転
倒
は
思
わ
ぬ
大
け
が
に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
健
康
な
生

活
を
継
続
す
る
た
め
の
ふ
だ
ん

か
ら
の
注
意
や
転
倒
に
対
す
る

話
、
予
防
の
た
め
の
筋
力
強
化

や
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
た
め
の
運

動
を
行
い
ま
す
。

　
 

・ 

４
月
コ
ー
ス
＝
杉
並

保
健
所
機
能
訓
練
室
（
荻
窪
５

―　

―
１
）、阿
佐
谷
地
域
区
民

２０ 時

内

師

（１）

（２）

場対定

費

申

問

時

場

セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　
４７

―　

）
▽
５
月
コ
ー
ス
＝
天
沼

１７
会
議
室
（
天
沼
２
―　

―　

）、

３０

１０

上
井
草
園
（
上
井
草
３
―　

―
３３

　

）
／
い
ず
れ
も
週
一
回
（
計

１０一
二
回
） 

お
お
む
ね　

歳
以

６５

上
の
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
で
、
転
倒
に
対
す

る
不
安
の
あ
る
方
、
積
極
的
な

運
動
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方 

各
コ
ー
ス
一
〇
名 

無
料 

・

 

お
近
く
の
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
（
ケ
ア　

／
「
く
ら
し

２４

の
ガ
イ
ド
」、区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
）
へ

ア
ー
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー 

―
介
護
す
る
人
さ
れ
る
人
の

た
め
の
出
張
芸
術
講
座

　

高
齢
者
施
設
で
ア
ー
ト
を
日

々
の
介
護
に
取
り
入
れ
、
心
の

回
復
を
め
ざ
し
ま
す
。（
区
後

援
）

　
 

・ 

・ 

右
下
表
の
と
お
り

 

上
井
草
ふ
れ
あ
い
の
家
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
上
井
草
園

（
上
井
草
３
―　

―　

） 

高

３３

１０

齢
者
施
設
の
職
員
と
一
般
の
方

 

一
〇
〇
〇
円 

・ 

各
講
座

の
三
日
前
ま
で
に
、
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
４

面
記
入
例
参
照
）
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

芸
術
資
源
開
発
機
構
�
・　

３
FAX

３
３
４
‐
７
８
７
６
、
Ｅ
メ
ー

ルin
fo
@
a
rd
a
.jp

へ

手
軽
に
で
き
る 

物
忘
れ
防
止
実
践
法

　
 

３
月　

日 

午
後
１
時　

１０

３０

分
〜
３
時　

分
（
区
後
援
） 

３０

高
齢
者
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
杉

の
樹
ホ
ー
ル
（
高
井
戸
東
３
―

７
―
５
） 

元
関
東
医
療
学
園

講
師
・
本
間
令
峰 

区
内
在
住

で　

歳
以
上
の
方 

一
〇
〇
名

６０
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

対

定

費

申

問
時

内

師

場

対

費

申

問

時

（木）

場

師

対定

費

申

直
接
会
場
へ 

杉
の
樹
大
学
Ｏ

Ｂ
連
合
会
・
中
島
英
吉
�
３
３

３
１
‐
１
８
４
９

認
知
症
予
防
・
支
援
の
た

め
の
地
域
づ
く
り
講
座

　

認
知
症
（ 
痴  
呆 
）
の
予
防
な

ち 
ほ
う

ど
の
た
め
に
、
地
域
で
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
自
分
や
家
族
、
地
域
の
た

め
に
、
今
何
が
で
き
る
の
か
を

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

・ 

①
３
月
３
日
＝
「
認

知
症
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
地
域

づ
く
り
！
▽
杉
並
区
に
お
け
る

「
認
知
症
」
に
対
す
る
取
り
組

み
②　

日
＝
他
の
自
治
体
な
ど

１０

の
「
認
知
症
」
に
対
す
る
地
域

活
動
③　

日
＝
地
域
活
動
で
認

１７

知
症
予
防
が
で
き
る
か
？
④　
２４

日
＝
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
体
験

講
習
）「
見
て
・
聞
い
て
・
触
れ

て
・
考
え
て
み
よ
う
！
地
域
で

で
き
る
こ
と
！
」
⑤　

日
＝
地

３１

域
活
動
の
コ
ツ
！
新
た
な
コ
ミ

問

時

内

ニ
ュ
テ
ィ
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

／
い
ず
れ
も
木
曜
日
午
後
２
時

〜
４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻

窪
・
第
二
会
議
室
ほ
か
（
荻
窪

５
―　

―　

） 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
痴
呆

１５

１３

予
防
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ほ
か

 

区
内
在
住
の
方 

三
〇
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
杉
並
保

健
所
健
康
推
進
課
�
３
３
９
１

‐
１
０
１
５
へ
（
先
着
順
）

●
健
康
づ
く
り
上
井
草
地
区
会 

笑
い
の
健
康
講
座

　

笑
う
と
免
疫
力
が
増
え
て
長

生
き
で
き
る
っ
て
？
関
西
の
お

笑
い
の
代
表
「
吉
本
興
業
」
を

大
学
の
授
業
に
と
り
い
れ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
「
笑
い
学
講
座
」
が

や
っ
て
き
ま
す
。

　
 

３
月
８
日 

午
後
１
時　
３０

〜
３
時　

分 

西
荻
地
域
区
民

３０

セ
ン
タ
ー（
桃
井
４
―
３
―
２
）

 

帝
京
平
成
大
学
臨
床
心
理
学

科
講
師
・
向
後
善
之 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方 

七
〇

場

師

対

定

費

申

問

時

（火）
場

師

対
定

名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
上

井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
９

４
‐
１
２
１
２
へ
（
先
着
順
）

●
菜
の
花
会 

思
春
期
セ
ミ
ナ
ー 

「
不
登
校
に
つ
い
て
」

　

子
ど
も
の
不
登
校
に
つ
い
て

の
体
験
談
や
悩
み
な
ど
を
話
し

合
い
、
講
師
か
ら
助
言
を
受
け

な
が
ら
、
家
族
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
考
え
ま
す
。

　
 

３
月
８
日 

午
前　

時
〜

１０

正
午 

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
） 

２０

家
庭
教
育
研
究
所
・
高
橋
愛
子

 

区
内
在
住
・
在
勤
で
、
小
学

費

申

問

時

（火）

場

師

対

校
高
学
年
〜
中
学
生
く
ら
い
の

子
ど
も
の
保
護
者 

二
五
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、
高
井
戸

保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４
‐

４
３
０
４
へ
（
先
着
順
）

女
性
の
た
め
の
「
健
康

講
座
」
―
更
年
期
を
上
手

に
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う

　
 

・ 

・ 

①
３
月
２
日 

午
前　

時
〜
正
午
＝
更
年
期
に

１０

は
女
性
の
心
と
体
に
何
が
起
こ

る
の
？
（
女
性
成
人
病
ク
リ
ニ

ッ
ク
副
院
長
・
堀
口
雅
子
）
②

９
日 

午
後
２
時
〜
４
時
＝
乳

が
ん
を
知
っ
て
防
ご
う
（
新
宿

海
上
ビ
ル
診
療
所
医
師
・
田
中

定

費

申

問

時

内

師

（水）

（水）

礼
子
）、
自
己
検
診
（
実
技
）
③

　

日 

午
前　

時
〜
午
後
０
時

１６

１０

　

分
＝
不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ

４５ウ
ム
の
多
い
昼
食
づ
く
り
（
管

理
栄
養
士
・
江
頭
紀
行
子
）
④

　

日 

午
前　

時
〜
正
午
＝
更

２３

１０

年
期
の
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト 

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上
井

草
３
―
８
―　

）、③
の
み
西
荻

１９

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
桃
井
４

―
３
―
２
） 

区
内
在
住
・
在

勤
で
全
回
出
席
で
き
る
女
性 

二
五
名 

三
〇
〇
円（
材
料
費
）

 

・ 

電
話
で
、
上
井
草
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４
‐
１
２

１
２
へ
（
先
着
順
） 

③
は
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
･
ふ
き
ん

（水）（水）

場

対

定

費

申

問

他

を
お
持
ち
く
だ
さ
い

●
健
康
づ
く
り
自
主
グ
ル
ー

プ
輪
ッ
ハ
ッ
歯
の
会 

共
同
企
画 

「
口
の
か
わ
き
」に
つ
い
て

―
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
（ 
口  
腔 
乾

こ
う 
く
う

燥
症
）
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
 

３
月　

日 

午
後
２
時
〜

１０

４
時 

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
５
―　

―
１
） 

東
京

２０

医
科
歯
科
大
学
臨
床
教
授
・
内

山
茂 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

 

五
〇
名 

無
料 

・ 

２
月

　

日
か
ら
電
話
で
、
荻
窪
保
健

２１セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
１
‐
０
０

１
５
へ
（
先
着
順
）

時

（木）

場

師

対

定

費

申

問

〈アート・デリバリー〉
講　師内　容講座名日　時

野口体操講師
新井　英夫

講義「野口体操に基づく身
体論」

からだを
ほぐす。
からだで
あそぶ

３月１０日（木）午後６
時３０分～８時３０分

デイ・ケアでワークショッ
プ（体験講習）・音にあわせ
て遊びながら体を動かす

４月２１日（木）
午後１時～３時

特別養護老人ホームでワー
クショップ・音にあわせて
遊びながら体を動かす

５月２１日（土）
午後２時～４時

作曲家
野村　誠

講義「音楽、美術を通してど
んなことができるか？アー
トが引き出す可能性」（活動
のビデオ紹介など）

即興で音
楽遊びを
つくる

６月１３日（月）
午後６時３０分～ 
　　　　８時３０分

デイ・ケアでワークショッ
プ

　　１４日（火）
午後１時～３時

特別養護老人ホームでワー
クショップ

　　１５日（水）
午後２時～４時

まとめ　　１６日（木）午後６
時３０分～８時３０分

�

�

�

�

����������������������������������������������

����������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
 

３
月　

日 

〜
５
月
８

１２

日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時　

分
ま
で
）

３０

 

郷
土
博
物
館 

一
〇
〇
円

（
入
館
料
・
中
学
生
以
下
無

料
） 時

（土）

（日）
場

費

◇
フ
ロ
ア
ト
ー
ク
（
展
示
解

説
）

　

特
別
展
を
担
当
し
た
職
員

が
、展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

　
 

３
月　

日 

、
４
月　

１３

１７

日 

い
ず
れ
も
午
後
１
時　
３０

時

（日）

（日）

分
〜
２
時　

分 

当
日
、
直

３０

接
会
場
へ

特
別
展
関
連
行
事

◇
高
井
戸
・
学
校
発
祥
の
地

め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

区
内
公
立
小
学
校
発
祥
ゆ

か
り
の
地
を
訪
ね
ま
す
。

　
 

３
月　

日 

午
後
１
時

１９

〜
４
時 

高
井
戸
小
学
校

（
集
合
・
高
井
戸
西
２
―
２

―
１
）、
医
王
寺
、
慈
宏
寺
な

ど 

小
学
四
年
生
〜
中
学
三

年
生
と
そ
の
保
護
者 

二
〇

組
四
〇
名
（
抽
選
） 

無
料

 

往
復
ハ
ガ
キ
（
４
面
記
入

例
参
照
）
に
学
年
、
保
護
者

の
氏
名
も
書
い
て
、
３
月
５

日
（
必
着
）
ま
で
に
郷
土
博

物
館
へ

◇
親
子
で
寺
子
屋
風
学
習
体

験

申

時

（土）

場

対

定費

申

杉
並
に
学
校
が
誕
生
し
た
こ
ろ

〜
明
治
期
前
半
に
公
立
学
校
の
原
点
を
さ
ぐ
る

明治８年に杉並に最初の学校が開校して130年。節
目の年にあたり、開校後どのようにして公立学校
が地元に定着していったのか、寺子屋を母体とす
る家塾・私学との関係にも注目しながらご紹介し
ます。
　 郷土博物館（〒１６８‐００６１大宮１‐２０‐８�３３１７
‐０８４１／月曜・第３木曜日休館）
問

　

江
戸
か
ら
明
治
期
に
か
け

て
寺
子
屋
で
使
用
し
て
い
た

教
科
書
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　
 

３
月　

日 

①
午
前　

２７

１０

時
〜
正
午
②
午
後
２
時
〜
４

時 

郷
土
博
物
館 

早
稲
田

大
学
講
師
・
久
保
貴
子 

小

学
五
年
生
〜
中
学
三
年
生
と

そ
の
保
護
者 

各
回
二
〇
組

四
〇
名（
抽
選
） 

無
料
（
観

覧
料
は
別
途
） 

往
復
ハ
ガ

キ
（
４
面
記
入
例
参
照
）
に

学
年
、
保
護
者
の
氏
名
も
書

い
て
、
３
月　

日
（
必
着
）

１４

ま
で
に
郷
土
博
物
館
へ

◇
講
演
会
「
幕
末
か
ら
明
治

初
め
に
か
け
て
の
江
戸
・

東
京
の
寺
子
屋
と
そ
の
教

育
」

　
 

４
月　

日 

午
後
２
時

２４

〜
４
時 

郷
土
博
物
館 

江

戸
東
京
博
物
館
専
門
研
究

員
・
石
山
秀
和 

八
〇
名（
先

着
順
） 

一
〇
〇
円
（
入
館

料
・
中
学
生
以
下
無
料
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ

時

（日）

場

師

対

定

費申

時

（日）

場

師

定

費

申

郷土博物館
特別展 

�
高
井
戸
小
学
校

　
（
創
立
二
〇
周
年
記
念
）
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杉
並
の
む
か
し
話
を 

聞
こ
う

　

杉
並
に
伝
わ
る
民
話
の
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。（
区
後

援
）

　
 

３
月
３
日 

午
前　

時
〜

１０

正
午 

阿
佐
谷
北
敬
老
会
館

（
阿
佐
谷
北
６
―　

―　

） 

２６

１３

小
倉
ヤ
ス
子 

五
〇
名
（
先
着

順
） 

一
〇
〇
円 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

グ
ル
ー
プ
ハ
ー
ト

ｔ
ｏ　

Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
・
菊
地
�

３
３
９
３
‐
１
０
０
１

「
ほ
ど
ほ
ど
耐
震
の
す

す
め
」
セ
ミ
ナ
ー
―
震
災

に
あ
っ
て
も
生
き
の
び
る

　

震
災
に
あ
っ
た
ら
生
き
残
る

こ
と
が
第
一
。
耐
震
対
策
は
完

ぺ
き
を
期
す
よ
り
少
し
で
も
改

善
す
べ
き
と
い
う
考
え
方
に
た

っ
て
、
明
日
、
あ
な
た
の
身
の

回
り
か
ら
耐
震
対
策
を
始
め
る

た
め
の
講
座
で
す
。（
区
後
援
）

　
 

２
月　

日 

午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
４
時　

分 

セ
シ
オ
ン
杉

３０

並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

早

２２

３２

時

（木）

場

師

定

費

申

問

時

（日）場

師

稲
田
大
学
教
授
・
村
上
處
直
、

毎
熊
照
記
、
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
宮
西
悠
司 

五
〇
名

（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

ほ
ど
ほ
ど
耐
震

の
会
�
・　

３
３
３
９
‐
８
１

FAX

２
０
、Ｅ
メ
ー
ルk

o
b
o
@
m
a

c
h
iy
u
m
e
.c
o
m

ま
ち
づ
く
り
博
覧
会
・

街
づ
く
り
活
動
助
成
報

告
会

　
 

・ 

左
表
の
と
お
り
（
区

共
催
） 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

） 

当
日
、
直

２２

３２

接
会
場
へ 

ま
ち
づ
く
り
推
進

課●
『
き
ず
な
プ
ラ
ン
』
子
育

て
講
演
会

子
育
て
は
楽
し
い
！

　

―
か
し
こ
い
親
は
、

　

ゆ
っ
く
り
か
か
わ
る

　
 

３
月
７
日 

午
前　

時　
１０

３０

分
〜
正
午
（　

時
受
付
開
始
）

１０

 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・
第
一

〜
第
三
教
室
（
荻
窪
５
―　

―
１５

　

） 

こ
ど
も
の
城
臨
床
心
理

１３

定

費

申

問

時

内場

申

問

時

（月）

場

師

士
・
植
松
紀
子 

０
〜
３
歳
児

の
保
護
者 

四
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
２
月　

日
〜

２８

３
月
４
日
の
間
に
、
杉
並
区
社

会
福
祉
協
議
会
�
５
３
４
７
‐

１
０
１
７
へ
（
先
着
順
） 

託

児
あ
り

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館

の
講
座

◇
子
ど
も
自
然
教
室
―
和
田
堀

公
園
で
春
を
探
そ
う

　
 

３
月
５
日 

午
前　

時
〜

１０

正
午 

大
宮
八
幡
前
バ
ス
停

（
集
合
・
解
散
） 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
小
学
生
以
上
の

方
（
小
学
三
年
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
） 

二
五
名 

無
料

◇
み
ん
な
で
考
え
る
環
境
講
座

　

―
自
転
車
で
エ
コ
生
活

　
 

３
月　

日 

午
後
２
時
〜

１２

４
時 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
・

環
境
学
習
室
（
荻
窪
５
―　

―
１５

　

） 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

１３学
の
方 

三
〇
名 

無
料

☆

　
 

・ 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
４
面
記
入
例
参
照
）
で
、

す
ぎ
な
み
環
境
情
報
館
�
３
３

９
８
‐
３
１
９
１　

３
３
９
８
‐

FAX 対

定

費

申

問

他

時

（土）

場

対

定

費

時

（土）

場対
定

費

申

問

３
１
９
３
へ
（
先
着
順
）

●
東
京
都
指
定 

精
神
障
害
者 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座

　
 

・ 

講
義
＝
３
月　

日 

・

１３

　

日 

、
４
月　

日 

い
ず
れ

２７

１０

も
午
前　

時
〜
午
後
５
時　

分

１０

３０

▽
実
習
＝
３
月　

日 

〜
４
月

２８

９
日 

ま
で
の
う
ち
一
日（
土
・

日
曜
を
除
く
）
／
計
四
日
間 

高
円
寺
障
害
者
交
流
館
（
高
円

寺
南
２
―　

―　

） 

区
内
ま

２４

１８

た
は
近
郊
に
在
住
・
在
勤
の
ヘ

ル
パ
ー
２
級
講
座
修
了
者 

三

〇
名 

三
万
五
〇
〇
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
む
） 

・ 

２
月

　

日
か
ら
電
話
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

２３人
と
も
に
生
き
る
�
５
３
１
１

‐
５
９
３
１
へ
（
先
着
順
） 

資
料
請
求
も
同
法
人
へ

都
民
体
育
大
会
予
選
会

◇
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　
 

・ 

３
月　

日 

＝
上
井

１３

草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
上
井

草
３
―　

―
１
）、４
月　

日 

３４

２４

時

内

（日）

（日）

（日）（月）

（土）

場

対

定

費

申

問

他

時

場

（日）

（日）

＝
光
が
丘
公
園
弓
道
場
（
練
馬

区
光
が
丘
４
―
１
―
１
）
／
い

ず
れ
も
午
前
９
時
〜 

区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
学
連

加
入
者
は
除
く
） 

三
〇
名 

上
井
草
＝
二
〇
〇
円
・
光
が
丘

＝
一
九
〇
〇
円 

・ 

電
話
で
、

区
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
・
小
杉

�
３
３
９
０
‐
６
８
３
９
（
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
）
へ

◇
弓
道

　
 

３
月　

日 

午
後
１
時
〜

２０

 

上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
上
井
草
３
―　

―
１
） 

種

３４

目
＝
一
般
男
子
・
女
子 

区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
区

弓
道
連
盟
会
員
は
区
外
の
方
も

可
） 

一
五
名
（
抽
選
） 

無

料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
４
面
記
入

例
参
照
）
に
弓
道
段
位
、
在
勤

の
場
合
は
勤
務
先
の
名
称
・
所

在
地
・
電
話
番
号
も
書
い
て
、

３
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
区

１０

弓
道
連
盟
・
宍
戸
文
育
（
〒　
１６８

‐
０
０
６
５
浜
田
山
１
―
７
―

６
―　

）
へ 

同
連
盟
・
宍
戸

２０３

�
３
３
２
９
‐
４
６
１
４

プ
ー
ル
で
魚
つ
り

　

金
魚
や
コ
イ
を
釣
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

釣
っ
た
魚
は
三
匹
ま
で
持
ち

対
定

費

申

問

時

（日）

場

内
対

定

費

申

問

帰
り
で
き
ま
す
。

　
 

３
月
６
日 

・　

日 

午

２０

前
９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

 

阿
佐
谷
け
や
き
公
園
プ
ー
ル

（
阿
佐
谷
北
１
―
１
―　

） 
２２

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

 

各
日
六
〇
名
程
度 

三
時
間

ま
で
大
人
二
〇
〇
円
、
小
・
中

学
生
一
〇
〇
円
（
小
学
生
未
満

無
料
）
／
延
長
の
場
合
、
一
時

間
に
つ
き
大
人
の
み
五
〇
円 

当
日
、
直
接
会
場
へ 
 

杉
並

区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
�
３
３

１
２
‐
２
１
１
１
（
区
代
表
）

 

①
さ
お
、
仕
掛
け
、
エ
サ
は

持
ち
込
み
自
由
。
貸
出（
無
料
）

も
あ
り
ま
す
②
持
ち
帰
り
用
の

入
れ
物
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ

さ
い
③
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
④
持
ち
か
え
っ
た
魚

は
池
や
河
川
に
放
流
し
な
い
で

く
だ
さ
い

時

（日）

（日）

場

対

定

費

申

問
（財）

他

〈リサイクルひろば高井戸・３月の講習会〉
応募方法定員日時講習会名

当日、直
接会場へ１０名４日（金）午前１０時

３０分～正午

廃油（てんぷら油）
からの石けん作り
体験コーナー

電話で先
着

各回
６名

６日（日）○１ 午後１
時～２時○２ ２時
３０分～３時３０分

牛乳パックからの
手すきハガキ体験
コーナー

１０名７日（月）午後１時
３０分～３時３０分

和服のリフォーム
相談（入門編）

各回
１０名

１２日（土）○１ 午後１
時～２時○２ ２時
３０分～３時３０分

包丁とぎを習おう

１０名
２０日（日）午後１時
～４時（受付は
３時まで）

おもちゃのクリニ
ック（おもちゃの修
理）※１人１点まで

（注）１．生ごみたい肥相談も随時、電話で受け付けていま
す（回答には数日かかる場合もあります）。２．申し込
み・問い合わせは、リサイクルひろば高井戸（高井戸東
３‐７‐４�３３３１‐４３６０／水・木曜日休館日）へ。３．募集
人数に満たない場合は中止の場合もあります。

〈まちづくり博覧会・街づくり活動助成報告会〉
内容（講師など）時間月日

「子どもとまちづくり」地図模型づく
り（西荻まちメディアと子どもたち）
／ビオトープづくり（中瀬中学校の生
徒たち）

午後１時３０分
　～３時３０分

３月
５日（土）

「特別参加団体による活動発表会」（ま
ち博が注目した活動団体）

午後３時３０分
　～５時３０分

「防災夜話＆交流会」地震にあっても
生き残る。逃げるまでの時間稼ぎの補
強を！（村上處直、ほどほど耐震の会）
※参加費５００円（飲み物付き）

午後５時３０分
　～７時３０分

「街が教室・学生さんたちもまちづく
り」（街を素材にまちづくり学習を展開
している学生）

午前１０時
　　　～正午

６日（日） 街づくり活動助成報告会＆ディスカッ
ション（審査員＝井上赫郎、村上美奈
子、芦�哲雄）

午後１時
　　　～５時

「ポスター・ツアー」自主参加団体の
パネル展示と２分間活動発表

午後４時
　～４時４５分
街づくり活動助成団体・自主参加団体によるパネル展示両日

確定申告はお早めに

　１６年分所得税の確定申告期限
および納期限は３月１５日（火）です。
申告書はご自分で書いて早めに
提出してください。なお、申告書
は郵送でも提出できます。

 杉並税務署�３３１３‐１１３１
　荻窪税務署�３３９２‐１１１１
問

世
界
平
和
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

考
え
よ
う

　

世
界
平
和
を
願
っ
て
、
友

好
都
市
の
大
韓
民
国
ソ
ウ
ル

特
別
市
瑞
草
区
と
杉
並
区
の

両
区
で
小
・
中
学
生
を
対
象

に
し
て
開
催
し
た
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
作
品
を
一
同
に
展

示
し
ま
す
。

　
 

３
月
７
日 

〜　

日 
２３

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除

く
） 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

 

展
示
作
品
＝
杉
並
区
三
〇

点
、
瑞
草
区
二
〇
点
（
最
終

日
の　

日 

午
後
４
時
か
ら

２３

杉
並
区
の
入
賞
者
の
表
彰
式

を
行
い
ま
す
） 

無
料 

当

日
、
直
接
会
場
へ 

文
化
・

交
流
課
男
女
共
同
参
画
推
進

担
当 

こ
の
展
示
会
は
こ
の

あ
と
瑞
草
区
で
も
開
催
さ
れ

ま
す 時

（月）

（水）

場

内

（水）

費

申

問

他

　
 

３
月
７
日 

午
後
０
時

　

分
〜
０
時　

分 

区
役
所

１０

５０

一
階
ロ
ビ
ー 

出
演
＝
日
本

フ
ィ
ル
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重

奏
団
▽
曲
目
＝
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏

曲
」
ほ
か 

無
料 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

文
化
・
交
流

課
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当

時

（月）
場

内
費

申

問

平
和
の
つ
ど
い
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

杉並区・ 瑞  草 区友好
ソ ッ  チ ョ

平和のための
ポスター／絵画展

▲瑞草区瑞一初等学校・
ペック　ヘ　ジさんの作品

�
荻
窪
小
学
校
・

岩
間
優
さ
ん
の
作
品

▲クラリネット五重奏団

車は左に寄せて、車は左に寄せて、
カギ付けてカギ付けて

★防災メモ★　その４

　運転中に地震を感じたら、除々にスピード
を落とし、道路の左側に止め、エンジンを切
ります。
　● 揺れがおさまるまで周囲の状況を確認し
て、車内の床にうずくまるかシートに倒れ
こみ、クッションなどで頭を保護します。
　● カーラジオで、正確な情報を確保します。
　● 避難をするときは、カギはつけたまま、窓
を閉めて連絡先のメモを残し、ドアロック
はせずに車から離れます。
　● また、避難する時に車を使うと、渋滞を引
き起こし、消火活動や救援救護活動の妨げ
になりますので、必ず徒歩で避難しましょ
う。
　 防災課問



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報」のお

�������●７ 平成１７（２００５）年�月��日（月曜日）

杉
並
区
奨
学
生

　
 

金
額
＝
公
立
＝
月
額
一
万

七
〇
〇
〇
円
以
内
、
入
学
準
備

金
一
〇
万
円
以
内
、
私
立
＝
月

額
二
万
九
〇
〇
〇
円
以
内
、
入

学
準
備
金
三
〇
万
円
以
内
／
い

ず
れ
も
無
利
子
▽
返
還
方
法
＝

卒
業
の
一
年
後
か
ら
一
〇
年
以

内
に
返
還 

来
春
、高
等
学
校
・

高
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校（
高

等
課
程
）
に
入
学
予
定
で
、
区

内
に
一
年
以
上
住
み
、
独
立
の

生
計
を
営
む
保
護
者
と
同
居

し
、
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困

難
な
方
（
他
か
ら
奨
学
金
を
受

け
る
方
を
除
く
） 

学
務
課
就

学
奨
励
係（
区
役
所
東
棟
六
階
）

ま
た
は
在
学
す
る
中
学
校
で
配

布
す
る
申
込
用
紙
に
記
入
の

上
、
３
月
４
日
（
必
着
）
ま
で

に
同
係
へ
。
区
立
中
学
の
在
校

内

対

申

生
は
、
学
校
を
経
由
し
て
申
し

込
み
が
で
き
ま
す 

同
係

●
身
近
な
公
園
で
花
を
育
て

る 花
咲
か
せ
隊

　

区
立
公
園
が
区
民
の
皆
さ
ん

に
よ
り
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、

一
緒
に
公
園
の
花
壇
づ
く
り
を

す
る
「
花
咲
か
せ
隊
」
を
募
集

し
ま
す
。

　

隊
員
に
は
花
壇
の
土
づ
く
り

か
ら
デ
ザ
イ
ン
、
植
付
け
、
手

入
れ
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
 

活
動
期
間
＝
４
月
〜　

年
１８

３
月　

日 

希
望
す
る
区
立
公

３１

園
（
す
で
に
実
施
し
て
い
る
公

園
に
つ
い
て
は
調
整
し
ま
す
）

 

区
内
在
住
の
方
（
五
名
以
上

の
団
体
） 

ハ
ガ
キ
（
４
面
記

入
例
参
照
）
に
、
希
望
す
る
公

園
名
、
団
体
の
人
数
、
代
表
者

と
連
絡
先
を
書
い
て
、
３
月
４

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
公
園

緑
地
課
公
園
事
業
係
へ 

同
係

●
�福
 

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会 

介
護
職
員
（
正
職
員
）

　
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介

護
事
業
）
指
導
員
▽
資
格
＝　
４５

歳
ま
で
で
、
①
介
護
福
祉
士
ま

た
は
②
介
護
支
援
専
門
員
の
方

（
た
だ
し
②
は
あ
れ
ば
望
ま
し

い
）
▽
勤
務
場
所
＝
同
法
人
が

運
営
す
る
ふ
れ
あ
い
の
家
▽
募

集
人
数
＝
若
干
名
▽
給
与
＝
同

法
人
の
規
定
に
よ
る
（
例
＝
大

卒
初
任
給
一
八
万
二
四
〇
〇
円

程
度
）
▽
採
用
予
定
＝
４
月 

履
歴
書
と
小
論
文
「
介
護
保
険

事
業
に
お
け
る
社
協
の
役
割
」

（
八
〇
〇
字
）
を
、
郵
送
ま
た

は
持
参
で
、
３
月　

日
（
必
着
）

１０

ま
で
に
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議

会
総
務
課
（
〒　

‐
０
０
５
１

１６７
問

時

場

対

申

問

内

申

荻
窪
５
―　

―　

あ
ん
さ
ん
ぶ

１５

１３

る
荻
窪
五
階
）
へ 

同
課
�
５

３
４
７
‐
１
０
１
０

● 

杉
並
区
障
害
者
雇
用 

支
援
事
業
団 

常
勤
職
員

　
 

障
害
者
の
雇
用
支
援
、
職

業
準
備
訓
練
に
関
す
る
業
務
▽

勤
務
時
間
＝
原
則
と
し
て
月
〜

金
曜
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
▽
勤
務
先
＝
事
業
団

１５

本
部
と
直
営
喫
茶
店
な
ど
▽
応

募
資
格
＝
次
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
方
①　

年
４
月
１
日
現
在

１７

　

歳
以
下
②
短
期
大
学
卒
業
以

３５上
③
自
動
車
運
転
免
許
（
普
通

以
上
）
取
得
者
▽
採
用
日
＝
５

月
１
日
▽
給
与
＝
月
額
一
五
万

九
四
〇
〇
円
程
度
▽
募
集
人
員

＝
一
名
▽
選
考
日
＝
３
月　

日
１４

 

。
論
文
（
二
題
）
と
面
接 

履
歴
書
を
、
３
月
１
日
（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接
、
杉

並
区
障
害
者
雇
用
支
援
事
業
団

問

（財）内
（月）

申

（
〒　

‐
０
０
４
１
善
福
寺
１

１６７

―　

―　

）
へ 

同
事
業
団
�

１１

１１

５
３
８
２
‐
２
０
８
１

●
杉
並
子
育
て
サ
ー
ク
ル
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

展
示
･
実
演
発
表
団
体

　

わ
・
ネ
ッ
ト
（
杉
並
子
育
て

サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
連
絡
会
）・
杉

並
区
母
親
ク
ラ
ブ
連
絡
会
・
児

童
青
少
年
セ
ン
タ
ー
共
催
の
催

し
に
出
展
・
実
演
す
る
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

　

区
内
の
民
間
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
子
育
て
支
援
活
動
発
表
と
、

サ
ー
ク
ル
同
士
や
子
育
て
中
の

親
子
と
の
交
流
の
場
に
な
り
ま

す
。

　
 

３
月　

日 

午
前　

時　

２０

１０

３０

分
〜
午
後
４
時 

セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

一

２２

３２

五
組
程
度 

・ 

わ
･
ネ
ッ
ト
・

小
林
�
５
３
７
３
‐
７
４
４
４

ま
た
は
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー

�
３
３
９
３
‐
４
７
６
０
へ

問

時

（日）場

定

申

問

「
リ
サ
イ
ク
ル
報
」
の

新
愛
称

　

「
リ
サ
イ
ク
ル
報
」
は
、
３

年　

月
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の
情

１２
報
誌
と
し
て
発
行
し
、　

年
度

１２

に
清
掃
事
業
の
収
集
･
運
搬
が

都
か
ら
移
管
さ
れ
て
か
ら
は
清

掃
関
連
記
事
も
掲
載
し
て
き
ま

し
た
。

　
　

年
度
か
ら
は
、
よ
り
区
民

１７
に
親
し
ま
れ
る
清
掃
事
業
全
般

を
掲
載
す
る
情
報
誌
と
し
て
発

行
す
る
た
め
、
新
し
い
愛
称
を

募
集
し
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
方
（
一
名
）
に

は
区
内
共
通
商
品
券
五
〇
〇
〇

円
分
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
 

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル（
４
面
記
入
例
参
照
）

に
新
愛
称
と
性
別
も
書
い
て
、

３
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
清

１５

掃
管
理
課
ご
み
減
量
担
当　

３
FAX

３
１
２
‐
２
３
０
６
、
Ｅ
メ
ー

ルs
e
is
o
-k
a
n
ri@
c
ity
.s
u

申

g
in
a
m
i.lg
.jp

へ 

同
担
当

生
涯
学
習
活
動
指
導
者

傷
害
保
険
加
入
者

　
 

保
険
期
間
＝
４
月
１
日
〜

　

年
４
月
１
日 

区
内
に
活
動

１８の
拠
点
を
置
い
て
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
・
福
祉
・
ま
ち
づ
く
り
な

ど
生
涯
学
習
活
動
を
し
て
い
る

団
体
の
責
任
者
ま
た
は
指
導
者

で
、
無
報
酬
の
方 

申
請
書
と

必
要
書
類
を
、
３
月　

日
（
必

１８
問

内

対
申

着
）
ま
で
に
、
社
会
教
育
ス
ポ

ー
ツ
課
管
理
係
（
区
役
所
東
棟

六
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同
課 

保
険
料
は
、
区
が
負
担

し
ま
す

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員

　

仲
間
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

の
中
で
、
個
性
や
能
力
を
伸
ば

し
ま
せ
ん
か
。

　
 

女
子
小
学
生 

・ 

下
表

の
各
団
へ

問

他
対

申

問

〈募集要領〉
インターネット区政モニター
（機器や通信費用は本人負担）区政モニター

区内在住で、１７年４月１日現在２０歳以上の方（日本語の読み
書きができる外国人を含む。区政モニター経験者、地方公共
団体の職員・議員を除く）

資格

委嘱の日から１８年３月まで任期
１００名５０名定員
アンケートは１回５００円、会議
は１回１０００円の図書券を年度末
にまとめて送付

年額１万３０００円（予定）を
限度に、会議出席回数など
実績に応じて支払い

謝礼

区ホームページのご意見・ご要
望→区政への要望入力フォーム
タイトル欄に「インターネット
区政モニター希望」と記入し、
本文欄に生年月日・職業と「杉
並区政に思うこと」（４００字以内）
を入力して、住所・氏名・電話
番号・電子メールアドレスを記
入のうえ、４月１５日までに送信

住所・氏名（フリガナ）・
生年月日・性別・職業・電
話番号と「杉並区政に思う
こと」をテーマに作文（書
式・字数は自由）を書いて、
４月１５日（消印有効）まで
に区政相談課へ

申し込み

申し込み多数の場合は、選考し応募者全員に通知
インターネットモニター会議
（年２回）

モニター会議（年４回。土
曜日にも開催予定）

主な活動
アンケート回答（年４回程度。
インターネットにより実施）

アンケート回答（年４回程
度。郵送により実施）

随時通信（電子メールによる区
政への意見、提案）

随時通信（通信紙による区
政への意見、提案）
施設見学会（年１回）

〈ガールスカウト団員　募集団〉
連絡先集会場所募集団

�３３３３‐４５３０坂口　光江双百合幼稚園（南荻窪１‐４‐
１２）東京都第５７団

�３３１１‐０１０５山口　良子大宮八幡宮（大宮２‐３‐１）東京都第６２団

�３３０２‐８６９８松木　コトエ和田中央児童館（和田１‐３８‐
１８）東京都第９２団

�３３９２‐６７４９梶原　美恵子桃井児童館（桃井２‐１０‐９）東京都第１３９団

�３３９８‐６９２６ 古  胡 　満子
こ が阿佐谷南児童館（阿佐谷南１‐

１４‐８）東京都第１５１団

　　　区民等の意見提出手続きを
　　　予定しています

○１ 案の名称
　杉並区立小中学校第１次適正配置計画策定のため
のたたき台（学校の統合）―小学校―
○２ 意見などの提出期間
　３月１日（火）～５月３１日（火）
※概要は「広報すぎなみ」３月１日号、区ホームページ
に掲載。３月１日から図書館などで閲覧できます。
 教育委員会事務局学校適正配置担当・学務課問

自 治 基 本
条例による

●募集します・１７年度 

　 ・ 下表のとおり 区政相談課 昨年度までの活動やア
ンケート結果などは、図書館・区政資料室（区役所西棟2階）
と区ホームページ（区政資料→報告書・アンケート結果→広聴）
でご覧になれます

内 申 問 他

区政モニター・
インターネット区政モニター

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

３月のクリーンサイクルの販売日
　３月５日（土）、自転車販売協力店で。申し込み多
数の場合は、抽選。１台９０００円（防犯登録・ＴＳマ
ーク/消費税込み）。協力店については、下記へ
お問い合わせください。
　 （財）杉並区障害者雇用支援事業団

�５３８２‐２０８１FAX５３８２‐２０８３

問

日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

　

「
広
報
す
ぎ
な
み
」
２
月

　

日
号
で
「
子
ど
も
・
子
育

１１て
行
動
計
画
」
素
案
の
公
表

お
よ
び
意
見
の
提
出
期
間
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
素
案
の
作
成

に
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る
た

め
、
改
め
て
広
報
な
ど
で
日

程
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
 

児
童
課
計
画
担
当

問

　
　

年　

月
に
開
催
し
た

１５

１０

「
第
三
回
杉
並
区
マ
イ
バ
ッ

グ
コ
ン
テ
ス
ト
」に
お
い
て
、

一
般
部
門
の
最
優
秀
と
な
っ

た
作
品
（
左
写
真
／
製
作
者

＝
水
谷
寧
子
さ
ん
）
が
商
品

化
さ
れ
、
販
売
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

内
部
に
保
冷
・
保
温
バ
ッ

グ
を
付
け
食
品
ト
レ
イ
が
入

る
よ
う
に
し
た
り
、
二
通
り

の
使
い
方
が
で
き
る
よ
う
シ

ョ
ル
ダ
ー
ベ
ル
ト
を
工
夫
す

る
な
ど
、
便
利
な
機
能
が
満

載
で
す
。

　

区
役
所
売
店
（
西
棟
一
〇

階
）
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま

す
（
税
込
二
八
八
七
円
）。

　
 

清
掃
管
理
課
ご
み
減
量

担
当 問

�
区
民
の
力
作
が
商
品
に

　

商
品
に
な
り
ま
し
た
！

★
マ
イ
バ
ッ
グ
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
作
品
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３
月
１
日 

〜
７
日 

は

「
子
ど
も
予
防
接
種
週

間
」
で
す

　

期
間
中
は
、
杉
並
区
医
師
会

の
協
力
に
よ
り
、
土
・
日
曜
と

平
日
の
夜
間
（
８
時
ま
で
）
に

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
医
療

機
関
が
あ
り
ま
す
。
入
園
・
入

学
に
備
え
て
、
ま
だ
お
済
み
で

な
い
予
防
接
種
は
こ
の
機
会
に

受
け
ま
し
ょ
う
。
麻
し
ん
、
風

し
ん
、
日
本
脳
炎
１
期
、
Ｄ
Ｐ

Ｔ
１
期
は
、
７
歳
６
カ
月
ま
で

公
費
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

接
種
で
き
る
医
療
機
関
に
つ

い
て
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
 

杉
並
区
医
師
会
�
３
３
９

２
‐
４
１
１
４
、
保
健
予
防
課

�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５
ま
た

は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

原
付
バ
イ
ク
や
軽
自
動

車
の
廃
車
な
ど
の
手
続

き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

現
在
、
所
有
（
登
録
）
し
て
い

る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

原
動
機
付
自
転
車
や
バ
イ

ク
・
軽
自
動
車
を
廃
棄
し
た
と

き
は
、
３
月
中
に
廃
車
の
申
告

（
届
出
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
場
合
も
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①
車
を
人
に
譲
っ
た
場
合
。

②
紛
失
や
盗
難
な
ど
で
警
察
に

届
け
出
て
い
る
場
合
。

　

４
月
１
日
ま
で
に
申
告
が
な

く
所
有
（
登
録
）
し
た
ま
ま
で

す
と
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま

（火）

（月）

問

す
の
で
、
必
ず
３
月
中
に
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
 

一
二
五　

以
下
の
バ
イ
ク

c.c.

と
小
型
特
殊
自
動
車
＝
課
税
課

（
区
役
所
東
棟
二
階
）、区
民
事

務
所
・
分
室
、
駅
前
事
務
所
▽

一
二
五　

を
超
え
る
二
輪
バ
イ

c.c.

ク
＝
練
馬
自
動
車
検
査
登
録
事

務
所
�
３
９
３
１
‐
１
１
７
８

▽
軽
自
動
車
（
軽
四
輪
）
＝
軽

自
動
車
検
査
協
会
東
京
主
管
事

務
所
�
３
４
７
２
‐
１
５
６
１

 

課
税
課
税
務
管
理
係

も
の
わ
す
れ
予
防
相
談

　

認
知
症（ 
痴  
呆 
）は
単
な
る
老

ち 
ほ
う

化
現
象
で
は
な
く
病
気
の
症
状

で
す
。早
め
の
相
談
に
よ
っ
て
、

進
行
を
遅
ら
せ
た
り
症
状
を
や

わ
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
 

３
月　

日 

午
後
１
時　

１０

３０

分
〜 

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
５
―　

―
１
） 

相
談

２０

医
＝
吉
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
宇
野
正

威 

・ 

電
話
で
、
管
轄
の
保

健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
�
３
３
９

１
‐
０
０
１
５
、
高
井
戸
�
３

３
３
４
‐
４
３
０
４
、
高
円
寺

�
３
３
１
１
‐
０
１
１
６
、
上

井
草
�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
、

和
泉
�
３
３
１
３
‐
９
３
３
１
）

へ
（
予
約
制
）

建
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会

　
 

３
月
９
日 

午
後
１
時
〜

４
時 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

図
面
な

ど
が
あ
る
場
合
は
お
持
ち
く
だ

さ
い

◇
建
物
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改

修
業
者
に
つ
い
て

　

最
近
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
や
耐
震
改
修
を
強
く
勧
め
る

業
者
が
い
ま
す
。
区
か
ら
依
頼

申
問

時

（木）

場

師

申

問

時

（水）

場

申

他

さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
勧
誘

し
て
い
る
事
例
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
こ
う
し
た
業
者
は
区
と

は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
不

審
に
思
っ
た
ら
、
早
め
に
区
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆

　
 

建
築
課
建
築
監
理
係

●
荻
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー 

体
育
室
の
休
室

　

体
育
室
の
床
が
経
年
劣
化

し
、
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
る

た
め
、修
繕
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
 

休
室
期
間
＝
４
月　

日 
２１

〜　

日 
 

荻
窪
地
域
区
民
セ

２４
ン
タ
ー
（
荻
窪
２
―　

―　

�

３４

２０

３
３
９
８
‐
９
１
２
５
）

●
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪 

情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
の 

休
館

　

改
修
工
事
の
た
め
、
３
月
７

日 

〜　

日 

の
間
休
館
し
ま

２５

す
。 問時

（木）

（日）
問

（月）

（金）

　
 

消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪

５
―　

―　

�
３
３
９
８
‐
３

１５

１３

１
４
１
）
ま
た
は
環
境
課

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
救

援
金
（
中
間
）
報
告

　

ス
マ
ト
ラ
島
沖
救
援
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
１
月　

日
ま
で
の
救
援
金

３１

の
合
計
額
は
八
四
万
九
七
三
円

で
し
た
。
救
援
金
の
募
集
は
、

３
月　

日
ま
で
区
の
施
設
五
〇

２２

カ
所
で
行
っ
て
い
ま
す
（
区
役

所
本
庁
舎
は　

日
ま
で
の
予

３１

定
）。引
き
続
き
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
 

保
健
福
祉
部
管
理
課
地
域

福
祉
係

●　

歳
以
上
の
方
へ 

５０
グ
ル
ー
プ
活
動
を
応
援

し
ま
す

　

区
内
で
活
動
し
て
い
る　

歳
５０

以
上
の
方
の
自
主
グ
ル
ー
プ
、

ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
紹

問問

介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト（
冊
子
）

を
作
成
し
ま
す
。
会
員
の
募
集

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
活
動
内
容
が
次
に
当
て
は

ま
る
も
の
は
除
き
ま
す
。

・
政
治
・
宗
教
活
動

・
営
利
を
目
的
と
す
る
も
の

・
多
額
の
費
用
を
要
す
る
も
の

・
そ
の
他
公
序
良
俗
に
反
す
る

な
ど
区
が
不
適
当
と
判
断
し
た

も
の

　
 

ハ
ガ
キ
に
、
団
体
名
、
活

動
内
容
（
活
動
日
時
・
場
所
、

費
用
な
ど
）、問
い
合
わ
せ
先
の

氏
名
・
電
話
、
あ
れ
ば
フ
ァ
ク

ス
番
号
も
書
い
て
、
３
月　

日
１０

（
必
着
）
ま
で
に
高
齢
者
施
策

課
い
き
が
い
活
動
支
援
係
へ 

同
係 申

問

�
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�

�
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児童青少年センター（ゆう杉並）
（荻窪１�５６�３）

相談時間
火曜日～土曜日
午前９時～午後５時

第２・４火曜日
午後２時～５時

児童精神科
医相談日

第１・３木曜日
午前１０時～正午

親と子の心
相談日

相談専用電話

�３３９３‐４７１１

　子育ての不安、疑問、イライ
ラを話してみませんか。
　ゆうライン（杉並区子ども家
庭支援センター）は、子ども自
身や子育て家庭からのいろい
ろな相談を受けています。子育
てに関する情報やショートス
テイなどのサービス提供など、
区民の方に身近な子育て支援
を行っています。
　子育てに困った時は子ども
と家庭の相談窓口「ゆうライ
ン」を思い出してください。
　 児童青少年センター問

ひとりで
頑張りすぎないで！

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

入院

外来

調剤

（単位：億円）
杉並区の老人医療費（平成16年3月～11月）

■　拠出金と公費
■　一部負担金

　
　

年
度
末
の
区
の
老
人
医

１５
療
受
給
者
数
は
約
五
万
八
四

〇
〇
人
で
す
（　

年
１
月　

１７

３１

日
現
在
は
約
五
万
五
七
〇
〇

人
）。

　

老
人
医
療
費
は
、
本
人
が

病
院
な
ど
で
支
払
っ
た
一
部

負
担
金
の
ほ
か
に
、
皆
さ
ん

が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

の
拠
出
金
と
、国
・
都
・
杉
並

区
の
公
費
負
担
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
　

年
度
の
区
の
老
人
医
療

１５
費
（
一
部
負
担
金
を
含
む
）

は
約
四
五
一
億
円
で
、
一
日

あ
た
り
で
は
一
億
二
三
〇
〇

万
円
を
超
え
、
一
人
あ
た
り

に
直
す
と
年
間
約
七
七
万
円

に
な
り
ま
す
。　

年
度
の
医

１６

療
費
は
、　

年
度
と
ほ
ぼ
同

１５

じ
額
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
か
か
り
つ

け
医
を
も
ち
、
病
気
の
予
防

や
上
手
な
受
診
を
心
が
け
、

医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し

ょ
う
。

　
 

国
民
健
康
保
険
課
高
齢

者
医
療
係

問

　

今
年
の
花
粉
の
飛
散
は
、

昨
年
の
約
三
〇
倍
に
も
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

可
能
な
限
り
花
粉
に
さ
ら

さ
れ
な
い
よ
う
自
分
で
予
防

し
、
心
配
な
方
は
早
め
に
医

療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

花
粉
症
対
策

①
外
出
時

▽
マ
ス
ク
（
花
粉
防
止
用
が

よ
い
）・
眼
鏡
（
花
粉
症
用
は

よ
り
効
果
的
）・
帽
子
（
つ
ば

付
き
の
深
め
の
も
の
）
な
ど

を
つ
け
、
衣
類
は
綿
な
ど
の

花
粉
が
つ
き
に
く
い
も
の
に

し
ま
し
ょ
う
。

▽
帰
宅
時
は
洋
服
や
髪
の
毛

に
つ
い
た
花
粉
を
払
っ
て
か

ら
家
の
中
に
入
り
、う
が
い
・

手
洗
い
・
洗
顔
を
し
ま
す
。

入
浴
す
る
と
よ
り
効
果
的
で

す
。

▽
風
の
強
い
日
や
晴
れ
た
日

は
、
可
能
で
あ
れ
ば
外
出
を

控
え
ま
し
ょ
う
。

②
掃
除

　

花
粉
が
一
般
的
に
多
く
飛

散
す
る
午
後
を
さ
け
て
朝
早

め
に
行
い
、
日
中
は
窓
の
開

閉
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

ま
し
ょ
う
。
花
粉
は
乾
い
て

い
る
の
で
ぬ
れ 
雑
巾 
で
ふ
い

ぞ
う
き
ん

た
り
掃
除
機
を
か
け
る
と
効

果
的
で
す
。

③
治
療

　

症
状
を
軽
減
す
る
薬
物
療

法
と
根
本
的
に
治
す
免
疫
療

法
（
減
感
作
療
法
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
医
師
と
よ
く

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
薬
物

療
法
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

あ
り
ま
す
の
で
、
症
状
に
あ

わ
せ
て
上
手
に
使
い
分
け
、

シ
ー
ズ
ン
中
も
継
続
し
て
使

用
す
る
こ
と
で
症
状
を
軽
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

な
お
、
薬
は
医
師
と
相
談

し
な
が
ら
正
し
く
使
用
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

花
粉
情
報

▽
東
京
都
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花

粉
情
報
（
毎
日
の
飛
散
花
粉

数
と
予
測
情
報
）

・
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

�
３
３
４
８
‐
１
１
８
７（
イ

イ
ハ
ナ
）

・
都
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.fu
k
u
s
h
i

h
o
k
e
n
.m
e
tro
.to
k
y
o
.

jp
/k
a
n
h
o
/in
d
e
x
.h
tm

l

・
携
帯
電
話
向
け

h
ttp
://w
w
w
.
m
e
tro
.t

o
k
y
o
.jp
/k
/

▽
花
粉
症
の
予
防
や
治
療

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

・「
リ
ウ
マ
チ
・
ア
レ
ル
ギ
ー

情
報
」
花
粉
症
特
集

h
ttp
://w
w
w
.m
h
lw
.g

o
.jp
/n
e
w
-in
fo
/k
o
b
e
t

u
/k
e
n
k
o
u
/ry
u
m
a
c
h
i

/k
a
fu
n
.h
tm
l

・
環
境
省
花
粉
観
測
シ
ス
テ

ム
（
は
な
こ
さ
ん
）

h
ttp
://k
a
fu
n
.n
ie
s
.g
o

.jp
/

☆

　
 

杉
並
保
健
所
保
健
予
防

課
�
３
３
９
１
‐
１
０
２
５

ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
�
３
３
９
１
‐
０
０

１
５
、高
井
戸
�
３
３
３
４
‐

４
３
０
４
、
高
円
寺
�
３
３

１
１
‐
０
１
１
６
、
上
井
草

�
３
３
９
４
‐
１
２
１
２
、

和
泉
�
３
３
１
３
‐
９
３
３

１
） 問

ご
注
意
を
！

花

に

粉

症



�������●９

〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１７（２００５）年�月��日（月曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

　

現
在
の
姿
に
増
改
築
さ
れ
る
前
の
、

五
階
建
て
の
杉
並
区
庁
舎
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
。
落
成
し
た
の
は
、
一
九
六
三

年
（
昭
和　

年
）
の
７
月
、
東
京
オ
リ

３９

ン
ピ
ッ
ク
の
前
年
の
こ
と
だ
。
黒
部
第

四
ダ
ム
が
誕
生
し
、 
巷 
に
「
こ
ん
に
ち

ち
ま
た

は
赤
ち
ゃ
ん
」
の
歌
声
が
流
れ
た
の
も

そ
の
年
の
こ
と
な
の
だ
が
、
そ
れ
ら
す

べ
て
に
先
駆
け
て
、
同
じ
年
の
１
月
１

日
に
産
声
を
上
げ
た
も
の
が
あ
る
。

　

「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
―
―
手
塚
治
虫
氏

の
虫
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
手
掛
け
た
、

初
の
国
産
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
シ
リ
ー
ズ
だ
。

　

そ
れ
以
前
に
も
東
映
動
画
の
「
白
蛇

伝
」な
ど
の
劇
場
用
作
品
は
あ
っ
た
し
、

「
ポ
パ
イ
」
な
ど
ア
メ
リ
カ
の
短
編
ア

ニ
メ
も
Ｔ
Ｖ
放
映
さ
れ
て
い
た
。

　

け
れ
ど
、「
ア
ト
ム
」は
特
別
だ
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な
マ
ン
ガ
の
ヒ

ー
ロ
ー
が
動
い
て
声
を
出
し
た
と
い
う

意
味
で
も
、
ド
ラ
マ
性
の
あ
る
ス
ト
ー

リ
ー
と
映
画
ば
り
の
演
出
技
法
を
用
い

た
三
〇
分
も
の
の
ア
ニ
メ
が
、
毎
週
お

茶
の
間
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
意
味
で
も
…
。

　

当
時
、
ア
ニ
メ
の
絵
も
全
部
手
塚
氏

の
手
に
よ
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
た

と
聞
く
が
、も
ち
ろ
ん
そ
う
で
は
な
い
。

　

三
〇
分
も
の
の
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
一
本
あ

た
り
の
作
画
枚
数
は
、
通
常
で
三
五
〇

〇
枚
ほ
ど
。
そ
れ
を
毎
週
毎
週
、
一
人

だ
け
で
描
く
こ
と
は
不
可
能
だ
し
、
動

か
す
た
め
の
絵
を
描
く
に
は
、
マ
ン
ガ

を
描
く
の
と
は
違
う
技
術
が
必
要
だ
。

　

当
時
も
今
も
、
ア
ニ
メ
の
「
作
画
」

を
し
て
い
る
の
は
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
と
呼

ば
れ
る
専
門
の
人
た
ち
で
、
何
人
も
で

分
担
し
て
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
動
く

部
分
の
絵
を
描
い
て
い
る
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
後
ろ
の
背
景
は
ま

た
別
で
、「
美
術
」
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
ッ

フ
の
人
た
ち
が
担
当
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
絵
だ
け
で
は
ア
ニ
メ
は

で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
監
督
が
い
な
け

れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
し
、
脚
本
、
演

出
、
撮
影
、
編
集
…
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
数
多
く
の
人
た
ち
の
力
が
合
わ
さ
っ

て
、
何
カ
月
も
か
か
っ
て
や
っ
と
で
き

あ
が
る
の
が
、
ア
ニ
メ
な
の
だ
。

　

虫
プ
ロ
は
当
初
「
ア
ト
ム
」
の
作
画
、

背
景
な
ど
を
社
内
で
ま
か
な
っ
て
い
た

そ
う
だ
が
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
の
本
数
が
増

え
る
に
つ
れ
て
、
外
部
の
フ
リ
ー
の
人

に
も
発
注
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。

　

現
在
で
は
、
外
注
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
な
し
で
は
ア
ニ
メ
は
作
れ
な
い
と
言

っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
前
回
、
杉
並
区
に

七
〇
ほ
ど
の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
が
あ
る

と
書
い
た
が
、実
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、

元
請
け
の
大
手
の
会
社
か
ら
、
作
画
の

み
、
美
術
の
み
な
ど
の
形
で
仕
事
を
請

け
て
い
る
、
小
規
模
な
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
な
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
今
回
は
練
馬
の
虫
プ
ロ
の
話

が
中
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
次
回

は
こ
の
杉
並
で
ず
っ
と
ア
ニ
メ
作
り
を

し
て
い
る
人
が
登
場
す
る
。

杉
並
区
の
地
場
産
業
「
ア
ニ
メ
」。
数
多
く
の
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
で
、
ど
ん
な
人

た
ち
が
ど
ん
な
作
品
を
つ
く
っ
て
き
た
の
か
…
。
ア
ニ
メ
業
界
の
第
一
線
で
活

躍
す
る
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
、
そ
ん
な
杉
並
と
ア
ニ
メ
の
か
か
わ
り
を
描
き
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
　●
 

渡
辺　

は
じ
め

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
高
円
寺
在
住

企
画
・
監
修
　●
 

大
地　

丙
太
郎
（
ア
ニ
メ
監

督
／
阿
佐
谷
在
住
）、
題
字
　●
 

佐
藤　

竜
雄

（
ア
ニ
メ
監
督
／
高
円
寺
在
住
）

②

文
�
金
春　

智
子

脚
本
家
／
阿
佐
谷
在
住

は
じ
ま
り
の
つ
づ
き

●　●　●　宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド宿泊施設ガイド　●　●　●
民営化施設（民間事業者が経営しています。予約、問い合わせは各申込先へ）　

弓ケ浜クラブ
（静岡県賀茂郡
南伊豆町湊字
新田谷戸７８１）

富士学園
（山梨県南都留郡
忍野村忍草２９９７）

ホテル・
コニファーいわびつ
（群馬県吾妻郡吾妻町
大字原町字岩櫃４３９９）

湯の里「杉菜
（すぎな）」（神奈
川県足柄下郡湯
河原町宮上２７９）

施設名
（住所）

５８１９‐５５１２
（午前１０時～午後５
時、土・日曜・祝日を

除く）

０１２０‐８４４‐８９１
３２６３‐１５９０

（午前１０時～午後６時、土・
日曜・祝日を除く）

０２７９‐６８‐５３３８
（午前９時～午後８時、

年中無休）

０１２０‐４６５‐００２
０４６５‐６２‐４８０５
（午前９時～午後８
時、年中無休）

電話番号
（受付時間）
申
込
先

５８１９‐５４４０３２６３‐５３９２０２７９‐６８‐５４１７ファクス

区民・一般区民・一般区民・一般一般区民料金区分

７３５０円
（４月３０日まで
５２５０円）

６７２０円～
※３月２０日までの木
・金・土・日曜宿
泊５７７５円

７９８０円～
※３月１８日まで５０００
円、６５歳 以 上４０００
円。補助金を引い
た額

８４００円７９８０円大　人平
日宿

泊
料
金
（
消
費
税
込
み
）

６３００円～５９８５円５５６５円子ども

７３５０円
（３月２０日まで５７７５
円）

９０３０円～９４５０円９０３０円大　人休
前
日 ７３５０円～７０３５円６６１５円子ども

１２歳以上１３０円中学生以上１５０円１２歳以上１５０円入湯税
利用人数により、宿泊料金が変わる場合もあります。上記宿泊料金（消費税込み）に対して、
区民（区内在住者）の方には２０００円（６５歳以上または障害者には３０００円）の宿泊補助が適用さ
れます。利用日の１週間前からの変更、取消はキャンセル料がかかる場合があります。

宿泊開始日の６カ月前の日申込開始日

（注）１．区の宿泊補助の適用を受けるためには、運転免許証・杉並区民証・健康保険証・障害者
手帳など区内在住の証明になるもの（コピー可）を現地施設で提示のうえ、書類に記入して
ください（お持ちにならない時は宿泊補助は適用されません。また、払い戻しはしません）。
２．富士学園は小学生以上に、弓ケ浜クラブは５歳以上に宿泊料金が適用されます。３．宿泊
の予約は、申込先に直接ご連絡ください。ファクスは予約可否の返信をします。近畿日本ツ
ーリスト区役所内店では宿泊予約は受け付けません。４．季節により宿泊料金が上記と異なる
日があります。詳細は申込先にお問い合わせください（富士学園・弓ケ浜クラブは、学校優
先使用のためご利用いただけない日もあります）。５．各施設のパンフレットは区役所、区民
事務所・分室、駅前事務所、地域区民センター、区民集会所にあります。

直営施設
休館日申　  込　  方　  法料　金施　　　設

なし

４月の利用申し込み＝研修使用日以外
は、３月１０日から使用日の前日まで、電話ま
たは区役所内窓口で受け付けます。なお、
３月１０日は電話のみの受け付け（先着順）と
なります。予約の取れた方には、使用承認
書をお送りします。この承認書は忘れずに
現地施設にご持参ください。利用料金など
は現地施設でお支払いください。

１泊２食
大　人４４００円
子ども２７００円

教職員研修所
「秋川荘」
（あきる野市五日市）
�０４２‐５９６‐０６９３
※予約は、下記近畿
日本ツーリスト区
役所内店まで

秋川荘予約・問い合わせ先＝近畿日本ツーリスト区役所内店（〒１６６‐８５７０阿佐谷南１‐１５‐
１）�３３１２‐６４３１（直通）へ（午前８時３０分～午後５時。土曜・日曜、祝日は除く）。

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▽
公
開
講
座

　
 

３
月
２
日 

午
後
２
時
〜

（
１
時　

分
開
場
） 

産
業
商

３０

工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―

時

（水）

場

　

） 

・ 

①
パ
ン
ト
マ
イ
ム

１９＝
「
ウ
メ
さ
ん
…
あ
ぁ
ヨ
ン
さ

ま
」（
山
本
さ
く
ら
ほ
か
）
②
朗

読
＝
佐
江
衆
一
作「
一
会
の
雪
」

（
如
月
紀
） 

一
五
〇
名
（
先

着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
２

２
１
７ 

車
で
の
来
館
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

▽
ふ
す
ま
・
障
子
張
替

内

師
定

費

申

問他

　

年
間
を
通
し
て
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
 

ふ
す
ま
＝
一
枚
一
九
五
〇

円
か
ら
、
障
子
＝
一
枚
一
五
〇

〇
円
か
ら 

・ 
 

杉
並
区
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
荻
窪
分

室
�
３
２
２
０
‐
９
８
０
４
へ

★
杉
並
清
掃
工
場
見
学
会
（
３

月
分
）

　
 

３
月　

日 

・　

日 

午

１２

２６

後
１
時　

分
〜
３
時 

杉
並
清

３０

費

申

問
（社）

時

（土）

（土）

場

掃
工
場
（
高
井
戸
東
３
―
７
―

６
） 

無
料 

・ 

電
話
で
、

開
催
日
の
二
日
前
ま
で
に
東
京

二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
課
文
書
広
報
係
�
５
３
６

１
‐
３
６
１
６
へ
（
先
着
順
）

★
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事

務
組
合
第
一
回
議
会
定
例
会

　
 

２
月　

日 

午
後
２
時
〜

２５

 

東
京
区
政
会
館
本
館
八
階
大

会
議
室
（
千
代
田
区
九
段
北
１

費

申

問

時

（金）

場

―
１
―
４
） 

傍
聴
受
付
＝
同

会
館
本
館
一
階
で
午
後
１
時
か

ら
受
付
予
定 

東
京
二
十
三
区

清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務

局
�
５
２
１
０
‐
９
７
２
９

★
古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
古
い

電
話
帳
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
２
月
中
に
区
内

の
各
家
庭
へ
新
し
い
電
話
帳
を

お
届
け
し
ま
す
の
で
、そ
の
際
、

古
い
電
話
帳
を
配
達
員
へ
お
渡

し
く
だ
さ
い
。

　

不
在
な
ど
で
古
い
電
話
帳
を

回
収
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
改

め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
 

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
�

０
１
２
０
‐
５
０
６
‐
３
０
９

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

★
消
防
少
年
団
員
募
集

　
 

消
火
器
の
使
い
方
、
応
急

救
護
、ロ
ー
プ
の
結
索
、夏
季
キ

申問

問内

ャ
ン
プ
な
ど
／
月
一
〜
二
回
、

土
・
日
・
祝
日
に
活
動 

区
内

在
住
で
、
管
轄
の
消
防
署
ま
で

通
え
る
小
学
三
年
生
〜
中
学
三

年
生
の
方 

・ 

３
月　

日
ま

１８

で
に
電
話
で
、
各
消
防
署
警
防

課
防
災
係（
杉
並
�
３
３
９
３
‐

０
１
１
９
、荻
窪
�
３
３
９
５
‐

０
１
１
９
）
へ

★
都
立
定
時
制
高
等
学
校
・
学

校
説
明
会

�
荻
窪
高
等
学
校（
成
人
対
象
）

　
 

３
月　

日 

午
後
６
時
〜

１１

 

都
立
荻
窪
高
等
学
校
（
荻
窪

５
―
７
―　

） 

当
日
、
直
接

２０

会
場
へ 

同
校
・
村
石
�
３
３

９
２
‐
６
４
３
６

�
鷺
宮
高
等
学
校
（
成
人
・
中

学
校
卒
業
予
定
者
対
象
）

　
 

３
月　

日 

午
後
５
時　

１５

４０

分
〜 

都
立
鷺
宮
高
等
学
校

（
中
野
区
若
宮
３
―　

―
８
）

４６

 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

同
校

対

申

問

時

（金）

場

申

問

時

（火）

場

申

問

�
３
３
３
０
‐
０
１
０
１　

３
FAX

３
３
９
‐
８
４
２
０

★
春
休
み
中
学
生
・
高
校
生
裁

判
傍
聴
会　

参
加
者
募
集

　

案
内
役
の
弁
護
士
と
東
京
地

方
裁
判
所
に
出
か
け
、
刑
事
事

件
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

実
際
の
裁
判
の
し
く
み
や
弁
護

士
を
は
じ
め
と
す
る
司
法
に
つ

い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

傍
聴
後
は
、
疑
問
点
や
意
見

に
弁
護
士
が
答
え
ま
す
。

　
 

３
月　

日 

・　

日 

午

２５

２８

前
９
時
（
集
合
）
〜
正
午 

集

合
＝
弁
護
士
会
館
（
千
代
田
区

霞
ケ
関
１
―
１
―
３
） 

都
内

在
住
・
在
学
の
中
学
生
・
高
校

生 

各
日
三
六
名
（
抽
選
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
４
面
記
入
例
参

照
）
に
、
学
校
名
・
学
年
・
希

望
日
も
書
い
て
、３
月　

日（
必

１０

着
）
ま
で
に
東
京
弁
護
士
会
春

休
み
裁
判
傍
聴
会
係
（
〒　

‐
１００

時

（金）

（月）場
対

定

申

０
０
１
３
千
代
田
区
霞
ケ
関
１

―
１
―
３
）
へ 

東
京
弁
護
士

会
秘
書
広
報
課
�
３
５
８
１
‐

２
２
５
１

★
都
下
水
道
局　

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
下
水
道
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
 

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
、

施
設
見
学
会
な
ど
▽
任
期
＝
４

月
１
日
か
ら
一
年
間
▽
謝
礼
＝

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
一
回
に
つ
き

図
書
券
五
〇
〇
円
分 

４
月
１

日
現
在　

歳
以
上
で
、
都
内
在

２０

住
（
島
し
ょ
を
除
く
）
の
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る

方
（
都
・
区
市
町
村
の
公
務
員

を
除
く
） 

一
〇
〇
〇
名 

２

月　

日
〜
３
月　

日
の
間
に
、

２２

２１

都
下
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.g
e
s
u
i.m
e
tr

o
.to
k
y
o
.jp
/

で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い 

都
下
水
道
局
広
報

サ
ー
ビ
ス
課
�
５
３
２
０
‐
６

５
１
１

問

内

対

定

申

問
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平成１７（２００５）年�月��日（月曜日）

◇
対
象
者

　

年
齢
が　

歳
に
達
し
た
年
度

１８

の
末
日
（
中
度
以
上
の
障
害
が

あ
る
場
合
は　

歳
未
満
）
ま
で

２０

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に

あ
る
児
童
を
養
育
し
、
公
的
年

金
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
母
子

家
庭
の
方
が
対
象
で
す
。

①
父
母
の
離
婚
後
、
父
と
生
計

を
異
に
し
て
い
る

②
父
が
死
亡
し
て
い
る

③
父
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

④
父
が
生
死
不
明

⑤
父
に
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

父
と
生
計
を
異
に
し
て
い
る

◇
所
得
制
限
・
手
当
額

　

申
請
者
の　

年
中
の
所
得
金

１５

額
と
、　

年
中
に
児
童
の
父
か

１５

ら
申
請
者
お
よ
び
対
象
児
童
が

受
け
取
っ
た
養
育
費
の
八
割
相

当
額
を
合
算
し
、
表
２
で
該
当

す
る
控
除
額
を
差
し
引
い
た
後

の
金
額
が
、
表
１
の
Ａ
未
満
で

あ
れ
ば
月
額
四
万
一
八
八
〇

円
、
Ｂ
未
満
で
あ
れ
ば
そ
の
額

に
応
じ
て
月
額
四
万
一
八
七
〇

円
か
ら
九
八
八
〇
円
ま
で
の
一

〇
円
き
ざ
み
の
手
当
て
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
同
居
の
扶
養
義
務
者

な
ど
に
つ
い
て
も
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
が
二
人
目
の
場

合
は
五
〇
〇
〇
円
、
三
人
目
以

降
は
一
人
に
つ
き
三
〇
〇
〇
円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
要
件
に
該
当
し
た
日
か
ら　
１５

年
４
月
１
日
で
五
年
以
上
経

過
し
て
い
る
と
受
給
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※　

年
７
月
以
前
に
、
児
童
が

１０父
か
ら
認
知
さ
れ
た
た
め
資

格
喪
失
等
処
分
を
受
け
た

方
、
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
申
請
で
き
な
か
っ
た
方

は
、
特
例
支
給
で
受
給
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

　

年
齢
が　

歳
に
達
し
た
年
度

１８

の
末
日
ま
で
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
状
態
に
あ
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

①
父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
異
に
し
て
い
る

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
い

る③
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
（
障
害
等
級
１
、
２
級

と
同
程
度
）

④
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

⑤
父
ま
た
は
母
に
一
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る

⑥
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
異
に
し

て
い
る

◇
所
得
制
限
・
手
当
額

　

申
請
者
の　

年
中
の
所
得
金

１５

額
か
ら
、
表
２
で
該
当
す
る
控

除
額
を
差
し
引
い
た
後
の
金
額

が
、
表
１
の
限
度
額
未
満
で
あ

れ
ば
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
一

万
三
五
〇
〇
円
の
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

◇
対
象
者

　

年
齢
が　

歳
に
達
し
た
年
度

１８

の
末
日
（
中
度
以
上
の
障
害
が

あ
る
場
合
は　

歳
未
満
）
ま
で

２０

で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に

あ
る
児
童
を
養
育
し
、
公
的
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
が

対
象
で
す
。

①
父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た
は

母
と
生
計
を
異
に
し
て
い
る

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
て
い

る③
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害

が
あ
る

④
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

⑤
父
ま
た
は
母
に
一
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る

⑥
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
異
に
し

て
い
る

◇
所
得
制
限

　

申
請
者
の　

年
中
の
所
得
金

１５

額
と　

年
中
に
児
童
の
父
ま
た

１５

は
母
か
ら
申
請
者
お
よ
び
対
象

児
童
が
受
け
取
っ
た
養
育
費
の

八
割
相
当
額
を
合
算
し
、
表
２

で
該
当
す
る
控
除
額
を
差
し
引

い
た
後
の
金
額
が
、
表
１
の
限

度
額
未
満
で
あ
れ
ば
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
同
居
の
扶
養
義
務
者

な
ど
に
つ
い
て
も
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

◇
助
成
の
範
囲

　

健
康
保
険
証
を
使
っ
て
医
療

機
関
で
診
療
な
ど
を
受
け
た
時

に
、
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
申
請
者
ま
た
は
扶

養
義
務
者
な
ど
の
い
ず
れ
か
が

〈表１　所得限度額〉　　　　　（１７年１月１日現在）

児童育成手当ひとり親家庭等
医療費助成児童扶養手当

扶養人数
申請者扶養

義務者等申請者扶養
義務者等

申請者
ＢＡ

３６０万４千円２３６万円１９２万円２３６万円１９２万円１９万円０人
３９８万４千円２７４万円２３０万円２７４万円２３０万円５７万円１人
４３６万４千円３１２万円２６８万円３１２万円２６８万円９５万円２人
４７４万４千円３５０万円３０６万円３５０万円３０６万円１３３万円３人

３８万円加算１人増すごとに
※所得金額＝給与所得者の場合は、源泉徴収票の「給与所得控除後の金額」。事業所得者
の場合は、確定申告書の「所得金額」。
※扶養人数＝税法上の扶養人数。
※扶養義務者＝申請者と同居の親・兄弟姉妹・１８歳の年度末を超えた子など。

〈表２　所得からの控除額〉　　　　（１７年１月１日現在）
児童育成
手当

児童扶養手当
ひとり親家庭等医療費助成

８万円一律控除
２７万円勤労学生控除
２７万円寡婦・寡夫控除（※）
３５万円特別寡婦控除（※）
５０万円老年者控除
２７万円障害者控除（１人につき）
４０万円特別障害者控除（１人につき）

控除相当額雑損・医療費・小規模企業共済等
掛金・配偶者特別控除

１０万円申請者の場合１０万円
老人扶養控除（１人につき） 扶養義務者等の場合２人目から６万円

２５万円申請者の場合のみ１５万円特定扶養控除（１人につき）
※寡婦・寡夫控除および特別寡婦控除は、児童扶養手当・ひとり親家庭等医療費助成
については、申請者が母または父の場合は控除できません。

住
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
場

合
は
一
部
負
担
金
を
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
。

　

義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
の

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た

は
母
が
、
次
の
よ
う
な
事
情
で

日
常
生
活
に
著
し
く
支
障
が
生

じ
た
と
き
に
、
一
定
の
期
間
に

限
り
児
童
の
食
事
の
世
話
や
育

児
な
ど
を
手
伝
う
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

◇
対
象
家
庭

①
ひ
と
り
親
家
庭
と
な
っ
て
か

ら
二
年
以
内
の
場
合

②
小
学
校
三
年
生
以
下
の
児
童

が
い
る
場
合

③
親
ま
た
は
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
が
一
時
的
な
傷
病
の
場

合④
親
族
等
の
冠
婚
葬
祭
に
親
が

出
席
す
る
場
合

⑤
日
常
の
家
事
や
育
児
を
行
っ

て
い
る
同
居
の
祖
父
母
等
が
一

時
的
な
傷
病
の
場
合

◇
派
遣
回
数
・
時
間

　

月
一
二
回
以
内
、
午
前
７
時

〜
午
後
８
時
の
間
で
二
時
間
、

四
時
間
ま
た
は
状
況
に
よ
り
八

時
間

◇
援
助
内
容

　

食
事
の
世
話
･
住
居
の
掃

除
・
洗
濯
・
育
児

◇
費
用

　

所
得
に
応
じ
て
費
用
負
担
が

あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
二
人
世
帯
の
場
合

で
所
得
が
三
六
〇
万
四
〇
〇
〇

円
以
下
の
方
は
、
費
用
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
の
方

が
休
養
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
に
、
区
が
指
定
す
る
宿

泊
施
設
を
利
用
す
る
と
き
の
宿

泊
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◇
対
象
者

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と　

歳
２０

未
満
の
児
童

◇
利
用
回
数
・
助
成
額

　

年
度
内
三
泊
ま
で
で
、
一
人

一
泊
六
五
〇
〇
円
を
限
度
と
し

ま
す
。
な
お
、
宿
泊
料
金
が
六

五
〇
〇
円
を
超
え
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
額
が
助
成
額
と
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
入
湯
税
・
冷
暖
房

料
・
特
別
料
理
・
飲
み
物
な
ど
は

利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

区内に住所があるひとり親家庭の子育てを支援するため、次のような制
度があります。手当や医療費助成の制度は申請をしないと受けることが
できません。各制度の対象要件に該当される方で、まだ申請していない
方は、お早めに手続きをしてください。また、ホームヘルプサービス、
休養ホームについてもご利用ください。
　　　　　　　　　　――問い合わせは、児童課子ども医療・手当係へ。

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

児
童
育
成
手
当

児
童
育
成
手
当

ひ
と
り
親
家
庭
等

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成

医
療
費
助
成

ひ
と
り
親
家
庭

ひ
と
り
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム

休
養
ホ
ー
ム

ひ
と
り
親
家
庭

ひ
と
り
親
家
庭

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ 

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

平成１７（２００５）年�月��日（月曜日）

【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

人口と世帯
住
民
登
録

人口／５１万３６０２人（１８２減）
　男　／２４万８５３７人（１１５減）
　女　／２６万５０６５人（６７減）
世帯／２７万７２０３　（１４６減）

外
国
人
登
録

人口／　１万９０７人（８１減）
　男　／　　５４１７人（４７減）
　女　／　　５４９０人（３４減）
世帯／　　８８７８　（５２減）

１７年２月１日現在、（　）は前月比
総人口／５２万４５０９人（２６３減）

◆３月の各種健康相談◆
和泉保健センター
（和泉４‐５０‐６）
�３３１３‐９３３１

上井草保健センター
（上井草３‐８‐１９）
�３３９４‐１２１２

高円寺保健センター
（高円寺南３‐２４‐１５）

�３３１１‐０１１６

高井戸保健センター
（高井戸東３‐２０‐３）

�３３３４‐４３０４

荻窪保健センター
（荻窪５‐２０‐１）
�３３９１‐００１５

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

１・１５日
午前９時～１０時３０分

１・１５日
午前９時～１０時３０分

１０・２４日
午前９時～１０時３０分

１１・２５日
午前９時～１０時３０分

健康相談（検査は有料）
直接会場へ

１４日午前９時３０分～
１０時３０分

２３日
午前９時～１０時

２４日
午前１０時～１０時３０分

４日
午後１時１５分～３時

３日午前９時１５分～
１０時３０分

子育てに関する相談（計測）・
子育て交流

１・８・１５・２２日４・１１・１８・２５日２・９・１６・２３日
母親学級…母子健康手帳を
持って直接会場へ 午後１時３０分～４時（荻窪の９日は午後１時～、２３日は午前９時３０分～、高円寺の１１日は午後１時～、２５日

は午前９時３０分～）
５日（事前申込制）１８日（事前申込制）１６日（事前申込制）

パパ・ママ学級
午後１時３０分～４時（荻窪保健センターは午後１時１５分から）

１７日
午後１時３０分～３時３０分

１７日
午前１０時３０分～１１時３０分

２５日
午後１時３０分～３時３０分

１７日
午前１０時３０分～正午

２日
午前１０時～正午

離乳食講習会（無料）
直接会場へ

７日午後１時１５分～２時３０
分／８・１４日午前９時～１０
時３０分

９日午後１時１５分～２時３０
分／１０・２３日午前９時～１０
時３０分

１０・１７日午後１時１５分～２
時３０分／８・２２日午前９時
～１０時３０分

４・１８日午後１時１５分～２時
３０分／７・２８日午前９時～
１０時３０分

１０・２４日午後１時１５分～２
時３０分／１１・２５日午前９時
～１０時３０分

乳幼児歯科相談（無料）
電話予約

１２日�午後１時～３時３０分　杉並区歯科医師会（阿佐谷南３‐３４‐３）　問い合わせは、�３３９３‐０３９１へ歯の健康相談（無料）
１７日午後１時３０分～３日午後１時３０分～１８日午後１時３０分～９日午後１時３０分～２日午後１時３０分～認知症（痴呆）相談（無料）…予約

３日
午後１時３０分～

２８日
午前９時３０分～

１１日午後１時３０分～
２５日午前９時３０分～

３・１７日
午後１時３０分～

１７日午後１時３０分～
　２３日午後２時～精神保健相談（無料）…電話予

約 和泉保健センターでは、児童・思春期精神保健相談も行います。

（注）１．妊婦・乳幼児健診受診票、予防接種予診票が必要な方は各保健センター・区役所1階保健福祉相談窓口へ。２．ものわすれ予防相談は
１０日�午後１時３０分から荻窪保健センターで行います。（各保健センターに予約）

　

２
月
２
日 

、
同
校
の
三

年
生
四
二
名
が
、
東
高
円
寺

の
ニ
コ
ニ
コ
ロ
ー
ド
商
店
街

に
お
店
を
出
し
ま
し
た
。
地

域
の
商
店
街
で
お
店
の
仕
事

を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
職
業
観
と
実
践
力
を
養

い
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

つ
く
ろ
う
、
と
い
う
の
が
ね

ら
い
で
す
。

　
　

月
に
は
、
大
手
ス
ー
パ

１１
ー
で
陳
列
方
法
な
ど
の
販
売

の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
学

び
、「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
に
来

て
も
ら
え
る
か
」「
た
く
さ
ん

買
っ
て
も
ら
え
る
か
」
を
み

ん
な
で
相
談
し
て
き
ま
し

た
。

　

出
店
す
る
の
は
、八
百
屋
・

肉
屋
・
魚
屋
・
衣
料
品
店
・

花
屋
で
す
。
ス
ー
パ
ー
で
習

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が

ら
、
平
台
に
商
品
を
て
い
ね

い
に
陳
列
し
て
い
き
ま
す
。

音
楽
を
流
し
、
商
品
に
は
手

作
り
の
札
を
添
え
て
、
の
ぼ

り
旗
も
出
し
ま
し
た
。

（水）

　

い
よ
い
よ
開
店
。「
い
ら
っ

し
ゃ
い
！
い
ら
っ
し
ゃ
い

！
」「
新
鮮
な
野
菜
だ
よ
！
安

い
よ
！
」
と
手
を
た
た
い
て

大
声
で
呼
び
か
け
る
と
、
お

客
さ
ん
が
集
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
初
め
は
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
う
言

葉
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

次
第
に
「
ね
ぎ
は
お
味
噌
汁

に
入
れ
る
と
い
い
よ
！
」「
こ

の
ウ
イ
ン
ナ
ー
は
ゆ
で
て
た

べ
る
と
お
い
し
い
よ
！
」
な

ど
、
積
極
的
な
呼
び
込
み
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
く
だ
も
の
や
コ
ロ
ッ
ケ

な
ど
は
、
一
時
間
足
ら
ず
で

完
売
し
、
大
盛
況
で
し
た
。

　

感
想
を
聞
く
と
、「
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
買
っ
て

も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た

！
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
釣
り
の
計
算
に
手
間
取

っ
た
り
、
商
品
に
つ
い
て
の

質
問
に
あ
わ
て
た
り
も
し
ま

し
た
が
、
社
会
や
食
材
に
つ

い
て
考
え
る
貴
重
な
経
験
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

�
並
べ
方
に
も
一
工
夫

▲買ってもらえてドキドキ

◆蔵書の特色 … 英米語学、日蓮宗関連資料に
特色があり、蔵書は５万冊。
◆利用資格 …区内在住で満１８歳以上の方
◆利用方法 … 入館時に杉並区立図書館利用カ
ードを提示してください。館外貸出を希望する
方は、本人・住所・年齢を確認できるものをお
持ちになり、利用カード発行の手続きをしてく
ださい（登録料１０００円・当該年度有効）。

東京立正短期大学図書館

堀ノ内２‐４１‐
１５�３３１６‐６８５４
www.tokyoriss 
ho.ac.jp/

◆蔵書の特色 … 文系６学部関連の資料を所
蔵、蔵書は３２万冊。「日本近代文学文庫」も。
◆利用資格 … 区内在住で満２０歳以上の方
◆利用方法 … 正門守衛所で手続きをし、杉並
区立図書館利用カードを提示してください。館
外貸出を希望する方は、本人・住所・年齢を確
認できるものと写真１枚（３×３cm）をお持ち
になり、利用カード発行の手続きをしてくださ
い（登録料１０００円・１年間有効）。

明治大学和泉図書館

永福１‐９‐１
�５３００‐１１８６
www.lib.meiji.a 
c.jp

◆蔵書の特色　…英文学、児童文学、保育関連
資料など、蔵書は１１万冊。「福田清人文庫」も。
◆利用資格 … 区内在住で中学生以上の方
◆利用方法 … 校門で手続きをし、図書館で申
し出てください。館外貸出を希望する方は、本
人・住所を確認できるものをお持ちになり、利
用カード発行の手続きをしてください（無料・
当該年度有効）。
※２月２７日（日）まで休館。

立教女学院短期大学図書館

久我山４‐２９‐
２３�３３３４‐７０２９
www.rjt.ac.jp/
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　杉並区立図書館は、区内５大学・短期大学の図書
館と相互に協力する協定を結び、その一環として、
区立図書館、各大学図書館を区民と参加各大学の学
生相互に開放しています。
　この協定により、区民であれば、紹介状なしで大
学図書館の館内閲覧と館外貸出が利用できるよう
になりました。利用している方からは、大学が身近
に感じられるようになったと好評です。
　また、それぞれ専門分野を中心とした充実した蔵
書を持っていますので、専門的な学習や研究をした
い方もご利用ください。なお、開館日・開館時間は
各大学のホームページでご確認ください。
　 利用・開館日などについては各図書館、協定に
ついては中央図書館�３３９１‐５７５４
問

◆蔵書の特色 … 経営・会計などの分野を中心に
図書２０万冊、雑誌１８００種類を所蔵。「経営・経済
学１００年コレクション」７４００冊も。
◆利用資格 … 区内在住で満２０歳以上の方
◆利用方法 … 本人・住所・年齢を確認できるも
のをお持ちになり、利用カード発行の手続きをし
てください（登録料１０００円・当該年度有効）。
※２月２５日（金）～２８日（月）は休館。

高千穂大学図書館

大宮２‐１９‐１
�３３１３‐０１４７
www.takachiho
.jp/lib/index.ht 
ml

◆蔵書の特色 … 美術書を中心に図書１４万冊、
雑誌７００種類、展覧会 カタログも多数所蔵。
◆利用資格 …区内在住で満２０歳以上の方
◆利用方法 … 正門守衛所で手続きをし、図書
館で杉並区立図書館利用カードを提示してく
ださい。館外貸出を希望する方は、本人・住
所・年齢を確認できるものをお持ちになり、利
用カード発行の手続きをしてください（登録料
１０００円・当該年度有効）。

女子美術大学杉並図書館

和田１‐４９‐８
�５３４０‐４５１４
www1.joshibi.
ac.jp/library/


